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【
研
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】

国
際
日
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文
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ン
タ
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所
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は
じ
め
に

│
静
坐
社
資
料
寄
贈
の
経
緯

　

静
坐
社
資
料
が
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
い
き
さ
つ
は
、
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
吉
永
進
一
氏
と
筆
者

が
、
二
〇
一
〇
年
六
月
に
静
坐
社
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
始
ま

る
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
吉
永
氏
は
三
月
に
一
度
静
坐
社
を
訪
れ
て
い
た
が
、

そ
の
時
に
現
在
静
坐
社
を
運
営
し
て
お
ら
れ
る
小
林
み
ど
り
氏
お
よ
び
そ
の

ご
息
女
小
林
厚
子
氏
か
ら
、
後
継
ぎ
の
不
在
の
た
め
に
静
坐
社
の
看
板
を
降

ろ
す
予
定
で
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
い
た
。
静
坐
社
が
記
録
さ
れ
る
こ
と
な
く

消
え
て
い
く
こ
と
を
危
惧
さ
れ
た
が
、
す
ぐ
に
何
か
手
を
打
て
る
状
況
で
は

な
く
、
気
に
か
け
つ
つ
も
一
旦
保
留
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　

静
坐
社
と
は
、
雑
誌
『
静
坐
』
の
発
行
と
静
坐
会
の
主
催
を
通
じ
て
、
岡

田
式
静
坐
法
を
現
在
ま
で
伝
え
る
団
体
で
あ
る
（
岡
田
式
静
坐
法
と
静
坐
社

の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
）。
筆
者
は
、
以
前
か
ら
、
静
坐
社
設
立
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
医
師
・
小
林
参
三
郎
（
一
八
六
三
│
一
九
二
六
）
の
研
究
を

し
て
い
た
。
小
林
は
民
間
精
神
療
法
（
霊
術
）
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
た
め
、

そ
の
領
域
に
詳
し
い
吉
永
氏
に
連
絡
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
渡
り
に
船
と
ば
か

り
に
返
事
が
あ
り
、
早
速
二
人
で
静
坐
社
へ
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
初
め
て
静
坐
社
の
蔵
書
や
書
簡
類
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
広

範
な
人
脈
を
窺
わ
せ
る
貴
重
な
資
料
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
小
林
参

三
郎
個
人
の
蔵
書
も
残
さ
れ
て
い
た
が
、
多
く
は
静
坐
社
設
立
以
降
の
資
料

で
あ
っ
た
。
な
お
、
小
林
参
三
郎
の
蔵
書
の
大
部
分
は
、
高
野
山
大
学
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
で
一
言
付
け
加
え
て
お
く（

１
）。

　

未
整
理
の
資
料
が
多
く
、
作
業
は
長
期
戦
と
な
っ
た
。
二
〇
一
一
年
三
月

の
東
日
本
大
震
災
も
進
捗
を
滞
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
局
、
静
坐
社
で

の
作
業
完
了
ま
で
に
は
、
最
初
の
訪
問
を
含
め
た
六
月
末
〜
七
月
初
頭
、
十

月
初
頭
、
十
一
月
末
、
二
〇
一
一
年
二
月
中
旬
、
七
月
上
旬
と
計
五
回
の
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訪
問
を
必
要
と
し
た
。
最
初
の
訪
問
の
後
、
資
料
の
寄
贈
先
と
し
て
国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
話
に
な
り
、
吉

永
氏
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
教
授
末
木
文
美
士
氏
に
資
料
受
け
入
れ
の
検
討
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
文
研
側
で
は
、
近
代
日
本
精
神
史
の
一
面

を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
研
究
資
料
委
員
会
の
検
討
を
経

て
、
二
〇
一
〇
年
七
月
二
二
日
の
セ
ン
タ
ー
会
議
に
お
い
て
、
正
式
に
受
け

入
れ
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
同
年
一
二
月
一
二
日
、
小
林
み
ど

り
氏
・
小
林
厚
子
氏
・
末
木
氏
・
吉
永
氏
・
筆
者
の
五
人
で
話
し
合
い
、
同

セ
ン
タ
ー
へ
の
寄
贈
に
関
す
る
最
終
的
な
打
ち
合
わ
せ
が
行
な
わ
れ
た
。
現

在
は
日
文
研
で
の
作
業
も
完
了
し
、
最
終
的
に
目
録
は
ウ
ェ
ブ
上
で
も
公
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
る
静
坐
社
資
料
は
、
静
坐
社
蔵
書
の
一
部
で
あ
り
、
静
坐

社
発
行
の
雑
誌
『
静
坐
』
お
よ
び
『
静
坐
季
刊
』
と
他
二
種
の
雑
誌
、
お
よ

び
二
〇
四
点
の
書
籍
を
含
む
。
目
録
の
紹
介
に
先
立
ち
、
こ
こ
で
は
静
坐
社

に
つ
い
て
解
説
し
、
資
料
の
研
究
上
の
価
値
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

一　

岡
田
式
静
坐
法
に
つ
い
て

　

岡
田
式
静
坐
法
と
は
大
正
期
に
一
世
を
風
靡
し
た
心
身
修
養
法
で
あ
る（

２
）。

定
め
ら
れ
た
呼
吸
と
姿
勢
を
保
持
し
て
丹
田
に
力
を
込
め
、
た
だ
坐
る
だ

け
と
い
う
簡
便
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
知
識
人
・
教
育
者
・
学
生
を
中
心

に
多
く
の
実
践
者
を
生
ん
だ
。
創
始
者
の
名
は
岡
田
虎
二
郎
（
一
九
七
二

│
一
九
二
〇
）
と
い
う
。
彼
は
小
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
農
業
に
従
事

し
、
特
に
宗
教
に
関
わ
っ
た
り
、
専
門
教
育
や
高
等
教
育
を
受
け
た
り
し
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）、
突
如
と
し
て
農
業

を
辞
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
単
身
で
遊
学
（
一
九
〇
五
年
ま
で
）、
帰
国
後
に
東
京

で
精
神
療
法
の
看
板
を
掲
げ
て
活
動
を
開
始
し
た
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
岡

田
式
静
坐
法
の
形
式
は
、
一
九
〇
八
年
末
頃
ま
で
に
定
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ

る（
３
）。

一
九
一
〇
年
に
は
雑
誌
『
実
業
之
日
本
』
に
静
坐
に
つ
い
て
記
事
が
連

載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
信
奉
者
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
岡
田
は

自
身
の
静
坐
を
東
洋
／
西
洋
の
二
項
対
立
の
中
で
主
張
せ
ず
、
日
本
の
伝
統

も
、
明
治
以
降
の
西
洋
文
明
輸
入
政
策
も
一
切
否
定
し
て
、
個
人
の
う
ち
か

ら
湧
き
出
る
内
的
霊
性
を
重
視
し
て
、
ま
っ
た
く
新
し
い
文
化
を
一
か
ら
作

る
こ
と
を
企
て
た
。
健
康
法
と
し
て
の
効
果
に
加
え
て（

４
）、

こ
う
し
た
主
張
が
、

近
代
化
の
矛
盾
と
伝
統
の
桎
梏
の
な
か
で
も
が
く
人
々
を
惹
き
つ
け
る
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
九
一
一
年
に
中
心
的
な
静
坐
会
場
と
な
る
日
暮
里

の
本
行
寺
に
お
け
る
静
坐
会
が
始
ま
る
。
一
九
一
二
年
に
実
業
之
日
本
社
か

ら
『
岡
田
式
静
坐
法
』（
執
筆
者
は
記
者
で
あ
り
岡
田
で
は
な
い
）
が
出
版
さ

れ
、
岡
田
式
静
坐
法
の
人
気
を
決
定
づ
け
た
。
そ
の
後
も
東
京
の
各
所
で
静

坐
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最
盛
期
に
は
東
京
だ
け
で
一
二
七
箇
所
に

も
達
し
、
岡
田
は
そ
れ
ら
の
会
場
を
全
て
巡
回
し
て
指
導
し
て
い
た（

５
）。

　

し
か
し
、
岡
田
虎
二
郎
は
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
に
尿
毒
症
を
患
っ
て

急
逝
す
る
。
一
種
の
健
康
法
と
し
て
も
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
静
坐
法
の
指

導
者
が
急
逝
し
た
こ
と
は
支
持
者
を
失
う
大
き
な
原
因
と
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
流
行
が
岡
田
虎
二
郎
と
い
う
個
人
の
魅
力
に
よ
っ
て
い
た

こ
と
も
大
き
か
っ
た
。
新
宿
中
村
屋
の
相
馬
黒
光
（
一
八
七
六
│
一
九
五
五
）
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は
、
岡
田
の
生
前
は
十
年
間
本
行
寺
に
一
日
も
欠
か
さ
ず
に
通
っ
た
が
、
岡

田
の
死
後
は
一
切
行
く
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
黒
光
は
静
坐
法
を
健
康
法
以

上
の
も
の
と
捉
え
て
い
た
が
、
岡
田
以
外
に
そ
れ
を
指
導
で
き
る
人
物
は

い
な
い
と
確
信
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
行
寺
の
静
坐
会
に
は
一
時
期
後
継

者
と
し
て
、
岡
田
の
高
弟
で
あ
り
、
社
会
主
義
運
動
家
で
あ
っ
た
木
下
尚
江

（
一
八
六
九
│
一
九
三
七
）
が
推
さ
れ
て
指
導
に
あ
た
っ
た
が
、
参
加
人
数
の

減
少
か
ら
結
局
は
閉
鎖
さ
れ
る
に
い
た
っ
た（

６
）。

　

岡
田
式
静
坐
法
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
少
な
い
が
、
断
片
的
な

言
及
は
い
く
つ
か
あ
る
。
田
中
聡
は
、
胸
に
重
点
を
置
い
た
西
洋
的
な
近

代
体
育
に
対
抗
し
て
、
腹
を
中
心
と
し
た
伝
統
的
身
体
へ
の
回
帰
を
通
じ

て
近
代
を
超
克
し
よ
う
と
し
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、
岡
田
式

静
坐
法
を
論
じ
た（

７
）。

静
坐
法
を
思
想
運
動
と
し
て
捉
え
た
も
の
と
し
て
、
鶴

見
俊
輔
の
『
現
代
日
本
の
思
想
』
は
注
目
に
値
す
る
。
岡
田
は
自
分
の
思
想

を
体
系
立
て
て
述
べ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
静
坐
会
に
集
ま
っ
て
き
た

人
々
の
提
出
す
る
問
題
に
対
し
て
推
論
を
ほ
と
ん
ど
示
さ
ず
、
自
ら
「
一
段

論
法（

８
）」

と
呼
ん
だ
や
り
方
で
回
答
し
て
い
た
。
鶴
見
は
こ
れ
を
「
禅
宗
の
方

法
、
東
洋
流
の
観
念
論
に
発
す
る
も
の
」
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
「
プ
ラ

グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
」
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
し
た
。
鶴
見
は
芦
田
恵
之
助
ら

に
よ
っ
て
始
ま
る
「
生
活
綴
り
方
運
動
」
を
日
本
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と

し
て
捉
え
て
い
る
が
、
こ
こ
に
岡
田
虎
二
郎
の
思
想
的
影
響
を
指
摘
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
岡
田
に
対
し
て
「
日
本
の
近
代
思
想
史
の
上
で
独
自
の
思
想

運
動
を
お
こ
し
た
人
で
、
そ
の
与
え
た
影
響
は
ひ
ろ
く
か
つ
深
い
」
と
評
価

し
た（

９
）。

断
片
的
な
言
及
は
他
に
も
随
所
で
見
ら
れ
、
例
え
ば
、「
大
正
生
命

主
義
」
の
歴
史
記
述
の
中
で
鈴
木
貞
美
は
岡
田
式
静
坐
法
の
流
行
を
身
体
や

精
神
の
健
康
に
向
か
う
時
代
背
景
の
一
つ
と
し
て
描
き
、
修
養
主
義
／
教
養

主
義
の
側
面
か
ら
筒
井
清
忠
は
岡
田
式
静
坐
法
を
取
り
上
げ
て
い
る）

10
（

。
ま
た
、

田
邉
信
太
郎
は
代
替
療
法
の
一
つ
に
、
吉
永
進
一
は
近
代
日
本
の
民
間
精
神

療
法
運
動
史
の
一
部
に
岡
田
式
静
坐
法
を
含
め
て
記
述
し
て
い
る）

11
（

。
こ
う
し

た
様
々
な
観
点
か
ら
の
言
及
は
、
岡
田
式
静
坐
法
の
多
面
性
と
広
範
な
影
響

力
を
裏
付
け
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
岡
田
の
急
逝
に
よ
り
、
静
坐
法
の
運
動
は
し
ば

し
ば
途
絶
え
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い）

12
（

。
し
か
し
、
実
際
に
は
、

木
下
尚
江
を
は
じ
め
と
し
て
静
坐
を
続
け
た
弟
子
は
少
な
く
な
く
、
い
く
つ

か
の
静
坐
会
も
継
続
さ
れ
て
い
た）

13
（

。
そ
の
中
で
も
特
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
の
が
本
稿
で
紹
介
す
る
「
静
坐
社
」
で
あ
る
。

二　

岡
田
虎
二
郎
の
直
弟
子
た
ち

　

静
坐
社
に
至
る
前
史
と
し
て
、
ま
ず
岡
田
の
生
前
に
お
け
る
静
坐
実
践
者

グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い）

14
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
岡
田

式
静
坐
法
の
影
響
範
囲
を
確
認
し
、
岡
田
死
後
の
展
開
と
比
較
す
る
こ
と
も

可
能
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

　

岡
田
虎
二
郎
の
熱
心
な
直
弟
子
の
中
で
、
特
に
著
名
か
つ
積
極
的
な
関
わ

り
を
持
っ
た
人
物
を
挙
げ
る
と
、
先
述
し
た
木
下
尚
江
や
相
馬
黒
光
が
挙
げ

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
木
下
は
一
九
一
〇
年
に
岡
田
に
師
事
す
る
よ
う
に
な
り
、

木
下
を
通
じ
て
黒
光
も
静
坐
を
始
め
た
。
黒
光
と
夫
の
相
馬
愛
蔵
の
経
営
す



242　

る
新
宿
中
村
屋
は
、
荻
原
碌
山
、
高
村
光
太
郎
、
中
村
彝
、
中
原
悌
二
郎
と

い
っ
た
芸
術
家
や
文
学
者
た
ち
の
サ
ロ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
一
方
で
、
イ
ン

ド
の
独
立
運
動
家
ラ
ス
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
や
ロ
シ
ア
の
詩
人
エ
ロ
シ
ェ
ン

コ
の
世
話
を
し
た
り
、
頭
山
満
と
も
交
流
を
持
つ
な
ど
、
国
際
的
な
政
治
運

動
と
も
関
わ
り
が
あ
っ
た
。
一
方
、
木
下
に
は
田
中
正
造
や
逸
見
斧
吉
（
逸

見
山
陽
堂
社
長
）
と
い
っ
た
社
会
主
義
運
動
の
人
脈
が
あ
っ
た
。
中
村
屋
と

逸
見
邸
が
岡
田
の
巡
回
す
る
定
期
的
な
静
坐
会
場
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
岡
田
式
静
坐
法
は
浸
透
し
て
い
た）

15
（

。
ま
た
、
木
下
は
、
当

時
そ
の
著
述
と
社
会
主
義
活
動
で
注
目
を
集
め
て
い
た
た
め
、
文
学
と
社
会

運
動
に
関
心
を
抱
く
学
生
が
静
坐
法
に
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
る
一
つ
の

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
た）

16
（

。

　

次
に
早
稲
田
大
学
の
教
職
員
と
そ
の
家
族
に
よ
る
静
坐
実
践
者
グ
ル
ー
プ

が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
早
稲
田
大
学
教
授
の
高
田
早
苗
、
天
野
為
之
、
浮
田

和
民
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
静
坐
会
は
「
早
稲
田
正
座
会
」
と
呼
ば
れ

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
頃
に
始
ま
っ
た
。
会
場
は
牛
込
の
矢
来
倶
楽
部

に
始
ま
り
、
後
に
宗
参
寺
（
曹
洞
宗
）
に
移
っ
た）

17
（

。
当
時
早
稲
田
大
学
教
授

で
あ
っ
た
坪
内
逍
遥
も
熱
心
な
静
坐
実
践
者
で
、
当
時
彼
が
主
宰
し
て
い
た

演
劇
研
究
所
「
文
芸
協
会
」
で
も
静
坐
会
が
開
か
れ
て
い
た
。
島
村
抱
月
・

東
儀
鉄
笛
・
土
肥
春
曙
な
ど
も
参
座
し
て
お
り
、
高
田
早
苗
が
初
め
て
静
坐

を
し
た
の
も
こ
こ
で
あ
る）

18
（

。
早
稲
田
大
学
教
授
で
あ
っ
た
岸
本
能
武
太
（
宗

教
学
者
・
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
）
は
、
同
僚
の
浮
田
和
民
に
誘
わ
れ
て
一
九
一
一

年
に
早
稲
田
正
坐
会
に
初
め
て
参
座
し
た
。
彼
の
成
長
は
目
覚
し
く
「
静
坐

の
天
才
」
と
も
評
さ
れ
、
後
に
『
岡
田
式
静
坐
三
年
』『
岡
田
式
静
坐
法
の

新
研
究
』【
目
録
八
一
】
を
著
し
て
、
静
坐
法
の
解
説
を
行
っ
て
い
る
。
本

人
み
ず
か
ら
「
理
屈
を
つ
け
る
の
が
甘
い
」
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
著
述
で

は
、
静
坐
の
技
法
的
な
側
面
の
解
説
に
頁
を
割
い
て
お
り
、
次
に
述
べ
る
橋

本
五
作
の
人
格
的
成
長
の
記
録
に
重
き
を
置
い
た
著
作
と
好
対
照
を
な
し
て

い
る）

19
（

。
ま
た
、
静
坐
の
形
式
を
墨
守
し
た
静
坐
社
と
は
異
な
り
、
自
ら
「
動

坐
」
を
考
案
し
た
り
す
る
な
ど
比
較
的
柔
軟
に
静
坐
を
捉
え
て
い
た
。

　

東
京
高
等
師
範
学
校
の
関
係
者
に
よ
る
静
坐
会
は
「
水
曜
会
」
と
呼
ば
れ
、

生
徒
監
の
峰
岸
米
造
宅
で
開
か
れ
た）

20
（

。
先
述
の
芦
田
恵
之
助
（
当
時
東
京
高

師
付
属
小
学
校
訓
導
）
や
地
理
教
育
改
革
を
試
み
た
北
垣
恭
次
郎
も
こ
こ
に

参
坐
し
た）

21
（

。『
岡
田
式
静
坐
の
力
』
お
よ
び
『
続
岡
田
式
静
坐
の
力
』【
目
録

五
〇
、
五
一
】
を
著
し
た
橋
本
五
作
（
当
時
東
京
高
師
専
攻
科
生
、
後
に
鳥
取

県
師
範
学
校
教
諭
・
旅
順
工
科
大
学
教
授
）
も
こ
こ
か
ら
静
坐
を
始
め
て
い
る
。

岡
田
は
「
順
調
に
精
進
す
る
人
は
皆
此
通
り
の
順
序
を
経
て
変
化
す
る
も
の

で
す
」
と
こ
の
本
に
描
か
れ
た
橋
本
の
体
験
を
一
つ
の
模
範
例
と
し
た）

22
（

。

　

教
育
機
関
関
係
の
静
坐
会
と
し
て
は
他
に
、
東
京
帝
国
大
学
・
旧
制
一

高
関
係
の
静
坐
会
（
本
郷
西
教
寺
）
と
東
京
商
科
大
学
（
後
の
一
橋
大
学
）
の

静
坐
会
（
青
山
梅
窓
院
）
が
あ
っ
た
。
当
時
の
東
大
教
授
の
中
に
も
参
座
す

る
も
の
が
い
た
が
（
筧
克
彦
や
福
来
友
吉
）、
学
生
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

卒
業
生
は
教
育
や
研
究
関
係
に
加
え
て
、
実
業
界
へ
進
む
も
の
が
多
く
、
そ

の
方
面
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
が
っ
た
。
代
表
的
な
人
物
に
柳
田
誠
二
郎

（
日
銀
副
総
裁
、
日
本
航
空
社
長
）
や
岡
田
完
二
郎
（
富
士
通
社
長
）
が
い
る
。

柳
田
は
静
坐
関
係
の
著
述
を
多
く
残
し
て
い
る
【
目
録
一
九
三
│
二
〇
〇
】。

ま
た
、
農
本
主
義
思
想
家
の
橘
孝
三
郎
も
一
高
時
代
に
西
教
寺
の
静
坐
会
で
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坐
っ
た）

23
（

。

　

他
に
も
軍
人
の
集
ま
っ
た
「
無
名
会
」（
会
場
・
四
谷
正
応
寺
）
が
あ
り
、

海
軍
大
将
の
八
代
六
郎
も
こ
こ
で
坐
っ
て
い
る
。
芝
区
に
あ
っ
た
統
一
基

督
教
会
（
東
京
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
会
・
惟
一
館
）
も
静
坐
会
場
と
な
っ
て
お
り
、

前
述
の
岸
本
に
加
え
、
今
岡
信
一
良
、
小
山
東
助
、
星
島
二
郎
な
ど
静
坐
す

る
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
は
少
な
く
な
か
っ
た）

24
（

。
ま
た
、
皇
族
・
華
族
・
政
財
界
に

も
門
人
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
人
々
は
個
別
に
各
邸
宅
で
静
坐
会
を
開
催
し
て
、

岡
田
虎
二
郎
を
招
い
て
い
た）

25
（

。

三　

小
林
参
三
郎
と
済
世
病
院

　

前
述
の
静
坐
会
は
全
て
東
京
で
開
か
れ
て
い
た
が
、
岡
田
の
故
郷
で
あ
る

愛
知
県
田
原
市
の
静
坐
会
（
教
育
者
の
伊
奈
森
太
郎
ら
が
中
心
）
を
は
じ
め
と

し
て
、
岡
田
の
出
向
す
る
静
坐
会
は
地
方
に
も
あ
っ
た
。
京
都
の
済
世
病
院

に
お
け
る
静
坐
会
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
済
世
病
院
静
坐
会
が
後
の

静
坐
社
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
静
坐
社
に
至
る
経
緯
と
し
て
済

世
病
院
と
そ
の
院
長
・
小
林
参
三
郎
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く）

26
（

。

　

済
世
病
院
は
、
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
）
に
真
言
宗
各
派
有
志
の
宗
門

改
革
組
織
「
祖
風
宣
揚
会
」
の
企
画
に
よ
っ
て
京
都
東
寺
（
教
王
護
国
寺
）

内
に
設
立
さ
れ
た
慈
善
病
院
で
、
そ
の
後
全
国
に
設
立
さ
れ
た
仏
教
系
慈
善

病
院
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
慈
善
事
業
の
観
点
に
加
え
て
、
宗
教
的
治
療

と
科
学
的
治
療
を
併
用
す
る
と
い
う
参
三
郎
の
治
療
方
針
が
人
々
の
耳
目

を
集
め
て
い
た
。
こ
こ
で
い
う
宗
教
的
治
療
と
は
、
仏
教
（
真
言
宗
）
の
要

素
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
、
そ
の
中
心
的
理
論
に
お
い
て
民
間
精
神
療
法
（
霊

術
）
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
大
き
く
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
実
績
の
あ

る
医
師
に
よ
る
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
宗
教
と
科
学
の
調
停
と
し
て
、
あ

る
い
は
新
た
な
科
学
と
し
て
期
待
さ
れ
て
も
い
た
。
例
え
ば
、
開
院
の
際
に

教
育
学
者
の
谷
本
富
は
、
小
林
の
霊
術
的
治
療
論
を
「
新
心
理
学
」
と
し
て

全
面
的
に
肯
定
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
ま
た
、
海
外
に
も
こ
う
し
た
治
療
方

針
と
病
院
経
営
に
関
心
を
持
つ
も
の
が
い
た
。
詩
人
の
タ
ゴ
ー
ル
、
フ
ェ
ビ

ア
ン
協
会
の
シ
ド
ニ
ー
・
ウ
ェ
ッ
ブ
が
済
世
病
院
を
訪
れ
て
参
三
郎
と
交
流

し
、
仏
耶
一
元
論
を
唱
え
た
ゴ
ル
ド
ン
夫
人
（
一
八
五
一
│
一
九
二
五
）
は

済
世
病
院
に
寄
付
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
も
入
院
を
希
望
す
る
な
ど
信
仰

治
療
に
も
大
き
な
関
心
を
示
し
て
い
た
。
メ
リ
マ
ン
・
コ
ル
バ
ー
ト
・
ハ
リ

ス
（
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
宣
教
監
督
）
か
ら
は
済
世
病
院
を
支
持
す
る
書
簡

と
寄
付
が
あ
っ
た）

27
（

（
寄
贈
書
の
中
に
ハ
リ
ス
か
ら
献
呈
さ
れ
た
本
が
あ
る
【
目

録
一
九
一
】）。

　

岡
田
虎
二
郎
に
会
っ
た
の
は
、
夫
人
の
小
林
信
子
（
一
八
八
六
│
一
九
七
三
）

が
先
で
あ
っ
た
。
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。
東
京

に
お
け
る
静
坐
法
の
盛
況
を
知
っ
た
参
三
郎
は
、
信
子
の
帰
省
の
折
に
岡
田

に
会
っ
て
く
る
よ
う
に
言
っ
た
。
信
子
は
当
時
の
中
心
的
な
静
坐
会
場
で

あ
っ
た
日
暮
里
の
本
行
寺
へ
行
き
、
直
接
岡
田
か
ら
静
坐
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
た
。
静
坐
に
よ
っ
て
大
変
快
適
な
気
持
ち
を
味
わ
っ
た
信
子
は
、
そ
の
後

も
本
行
寺
に
通
い
、
岡
田
に
付
い
て
四
谷
正
応
寺
、
宗
参
寺
、
ユ
ニ
テ
リ
ア

ン
教
会
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
た
静
坐
会
に
も
参
坐
し
た
。
京
都
に
戻
っ
て
参

三
郎
に
静
坐
の
効
果
を
伝
え
る
と
、
彼
も
病
院
の
暇
を
見
つ
け
て
上
京
、
岡
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田
の
元
で
参
坐
し
た
。
自
身
の
持
病
で
あ
っ
た
神
経
衰
弱
の
回
復
も
あ
っ

て
、
参
三
郎
は
済
世
病
院
の
治
療
と
し
て
静
坐
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
か
ら
毎
年
夏
と
正
月
に
は
岡
田
を
京
都
に
招
い
て
、

済
世
病
院
や
各
所
で
静
坐
会
を
開
く
よ
う
に
も
な
っ
た
。
一
九
二
三
年
に
は
、

参
三
郎
の
依
頼
で
信
子
も
済
世
病
院
の
静
坐
指
導
を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ

た
が
、
彼
女
は
こ
の
依
頼
に
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る）

28
（

。

ち
な
み
に
、
済
世
病
院
の
静
坐
会
に
は
真
渓
涙
骨
（
中
外
日
報
社
主
）
や
伊

藤
証
信
（
無
我
苑
創
始
者
・
こ
の
時
は
中
外
日
報
社
友
）
も
参
加
し
て
い
た）

29
（

。

　

静
坐
に
傾
倒
す
る
一
方
で
、
小
林
参
三
郎
は
こ
の
頃
か
ら
浄
土
真
宗
僧
侶

ら
と
積
極
的
に
交
流
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
元
々
、
済
世
病
院
開
院
前
に

開
業
し
て
い
た
ハ
ワ
イ
で
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
開
教
監
督
・
今
村
恵
猛
の

感
化
を
受
け
て
仏
教
に
関
心
を
持
っ
て
は
い
た
が
、
そ
の
後
も
弘
法
大
師
信

仰
に
注
目
す
る
な
ど
、
そ
の
関
心
は
浄
土
真
宗
に
限
っ
た
も
の
と
い
う
よ

り
は
、
民
間
精
神
療
法
に
も
つ
な
が
り
う
る
よ
う
な
広
い
意
味
で
の
仏
教
信

仰
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る）

30
（

。
し
か
し
、
精
神
力
や
信
念
を
必
要
と
す
る
精
神
療

法
の
方
向
性
か
ら
、
身
体
技
法
に
特
化
し
た
岡
田
式
静
坐
法
に
移
行
す
る
こ

と
で
、
信
仰
の
問
題
を
直
接
治
療
に
関
わ
ら
せ
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
い

く
。
参
三
郎
に
と
っ
て
、
信
仰
を
核
と
し
た
「
宗
教
」
は
治
療
と
は
切
り
離

さ
れ
た
「
安
心
」
の
問
題
を
解
決
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た）

31
（

。
そ
こ
で
、

小
林
の
宗
教
的
渇
望
に
う
ま
く
答
え
た
の
が
、
浄
土
真
宗
僧
侶
た
ち
で
あ
っ

た
よ
う
だ
。
小
林
夫
妻
は
、
近
角
常
観
の
求
道
会
館
に
も
通
っ
た
が
、
よ
り

身
近
な
京
都
の
真
宗
僧
侶
ら
と
非
常
に
親
密
な
交
流
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
が
、
足
利
浄
円
【
目
録
一
三
│
一
五
】、
山
辺
習
学
【
目
録
一
八
九
│

一
九
〇
】、
金
子
大
栄
、
蜂
屋
賢
喜
代
【
目
録
四
六
│
四
七
】
と
い
っ
た
人
々

で
あ
っ
た
。
小
林
夫
妻
は
、
熱
心
に
彼
ら
の
話
を
聞
き
、
そ
の
聴
聞
の
場
は

月
一
回
の
法
話
会
「
み
の
り
の
会
」
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い
っ
た
。「
み
の

り
の
会
」
で
は
、
前
述
の
人
々
に
加
え
、
羽
渓
了
諦
な
ど
も
法
話
を
務
め
た

よ
う
で
あ
る
。
静
坐
社
設
立
後
も
継
続
し
、
一
九
四
〇
年
に
は
「
み
の
り
の

会
」
主
催
で
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
講
演
会
（
聴
衆
二
千
人
）
が
開
か
れ
た
。

講
演
の
記
録
は
『
仏
教
の
諸
問
題
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た）

32
（

。

四　

静
坐
社
の
設
立

　

先
述
の
よ
う
に
岡
田
虎
二
郎
の
死
後
、
東
京
で
の
静
坐
会
は
激
減
し
た
。

し
か
し
、
小
林
参
三
郎
自
身
は
、
岡
田
が
い
つ
も
、「
命
は
天
に
任
せ
て
最

後
の
一
息
ま
で
育
て
ら
れ
る
の
が
静
坐
だ
、
柿
の
実
が
熟
し
き
っ
て
落
ち

る
よ
う
に
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、「
よ
し
、
自
分

は
先
生
の
仰
せ
の
通
り
精
進
し
て
、
柿
の
実
が
熟
し
き
っ
て
自
然
に
落
ち

る
よ
う
に
」
と
さ
ら
に
静
坐
に
励
ん
だ）

33
（

。
彼
は
、
静
坐
を
用
い
た
済
世
病

院
で
の
治
療
の
成
果
を
、
春
秋
社
か
ら
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
）
に
『
生

命
の
神
秘
』、
そ
の
二
年
後
に
『
自
然
の
名
医
』
と
し
て
発
表
し
た
【
目
録

九
〇
、
九
一
】。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
、
春
秋
社
と
参
三
郎
を
繋
げ
た
の
が

西
田
天
香
（
一
燈
園
創
始
者
）
で
あ
り
、
そ
の
時
の
担
当
編
集
者
が
木
村
毅

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
書
物
の
反
響
は
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
倉

田
百
三
は
『
生
命
の
神
秘
』
を
読
ん
で
、
参
三
郎
の
静
坐
治
療
を
熱
望
し
、

済
世
病
院
を
訪
れ
て
入
院
し
て
い
る）

34
（

。
ま
た
、
英
文
学
者
の
寿
学
文
章
は
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も
っ
と
も
影
響
を
受
け
た
書
物
に
『
生
命
の
神
秘
』
を
挙
げ
て
い
る）

35
（

。

　

小
林
は
大
正
一
五
年
一
〇
月
二
八
日
に
亡
く
な
る
。
自
身
が
生
前
か
ら

公
言
し
て
い
た
よ
う
に
「
柿
の
実
が
熟
し
て
落
ち
る
よ
う
に
」、
病
床
に
つ

く
こ
と
も
な
い
、
突
然
の
死
で
あ
っ
た
。
彼
の
葬
儀
で
は
、
追
悼
文
集
『
柿

の
実
』【
目
録
一
二
】
が
作
成
さ
れ
、
山
辺
、
足
利
、
金
子
、
蜂
屋
に
加
え
、

梅
原
真
隆
（
真
宗
僧
侶
・
仏
教
学
者
【
目
録
一
八
六
】）、
神
田
豊
穂
（
春
秋
社

社
長
）、
成
瀬
無
極
（
京
大
教
授
・
ド
イ
ツ
文
学
者
）、
清
瀧
智
龍
（
済
世
病
院

主
事
）、
山
口
栞
（
済
世
病
院
副
院
長
）
が
小
林
の
追
憶
を
寄
稿
し
、
木
村
毅

が
彼
の
小
伝
を
ま
と
め
た
。

　

参
三
郎
亡
き
後
、
信
子
は
し
ば
ら
く
床
に
着
く
が
、
実
家
の
東
京
に

戻
ら
ず
に
京
都
に
と
ど
ま
り
、
参
三
郎
の
意
志
を
つ
い
で
、
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）、
静
坐
社
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
静
坐
社
の
主
な

活
動
は
雑
誌
『
静
坐
』
の
発
行
で
あ
る
。『
静
坐
』
の
巻
頭
に
あ
る
趣
意
書

を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

私
共
同
志
集
ま
り
て
「
静
坐
」
と
い
う
雑
誌
を
発
行
し
、
い
さ
さ
か

保
健
と
宗
教
芸
術
等
と
の
関
係
に
つ
い
て
攻
究
し
、
体
験
し
て
行
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

静
坐
法
は
故
岡
田
先
生
の
創
建
に
か
か
り
、
次
い
で
故
済
世
病
院
長

小
林
ド
ク
ト
ル
は
進
ん
で
そ
の
得
意
と
す
る
所
の
医
術
の
上
か
ら
発
明

せ
ら
れ
る
所
多
く
、
そ
れ
が
如
何
に
多
く
の
同
胞
を
裨
益
せ
ら
れ
た
か

は
、
そ
の
著
「
生
命
の
神
秘
」
や
「
自
然
の
名
医
」
が
明
ら
か
に
報
告

す
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　

私
共
は
故
ド
ク
ト
ル
の
追
悼
の
一
事
業
と
し
て
こ
の
雑
誌
を
刊
行
し
、

延
い
て
は
各
地
に
お
け
る
同
志
の
方
々
と
の
連
絡
を
取
り
た
い
と
い
う

念
願
に
燃
え
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
こ
の
趣
意
に
御
賛
同
の
方
々
は
、
私
共
の
た
め
に
一
瞥
の
力

を
お
添
え
給
わ
ら
ん
こ
と
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

編
集
は
小
林
信
子
が
行
い
、
印
刷
は
足
利
浄
円
の
経
営
す
る
同
朋
舎
が
行
っ

た
。
発
起
人
に
は
、
蜂
屋
賢
喜
代
、
田
坂
養
吉
、
成
瀬
無
極
、
山
辺
習
学
、

山
口
栞
、
二
荒
芳
徳
（
伯
爵
）、
足
利
浄
円
、
清
瀧
智
龍
が
名
を
連
ね
て
い

る
。
ま
た
、
執
筆
者
に
は
、
上
述
の
人
々
に
加
え
、
金
子
大
栄
、
倉
田
百
三
、

木
村
毅
、
竹
島
茂
郎
（
教
育
者
・【
目
録
一
八
〇
】）
が
発
刊
時
に
予
定
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
後
、
岸
本
能
武
太
、
橋
本
五
作
、
西
田
天
香
、
真
溪
涙
骨
、

芦
田
恵
之
助
、
井
上
嘉
三
郎
（
岡
田
虎
二
郎
の
弟
）、
佐
藤
通
次
（
ド
イ
ツ
文

学
者
）、
角
田
柳
作
（
日
本
文
化
研
究
者
）、
上
野
陽
一
（
心
理
学
者
・
産
業
能

率
学
校
創
設
者
）、
中
川
与
之
助
（
経
済
学
者
）
な
ど
も
執
筆
し
て
い
る
。
雑

誌
『
静
坐
』
は
初
め
月
刊
誌
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
た
。
一
九
四
四
年
二
月

か
ら
一
九
五
二
年
四
月
ま
で
は
戦
争
の
影
響
で
休
刊
す
る
（
不
定
期
で
数
号

刊
行
は
さ
れ
て
い
る
）。
一
九
五
三
年
五
月
か
ら
再
開
し
一
九
六
一
年
一
〇
月

ま
で
月
刊
と
し
て
続
き
、
一
九
六
二
年
四
月
か
ら
は
季
刊
と
し
て
発
行
さ
れ
、

二
〇
〇
七
年
ま
で
続
い
た
。

　

静
坐
社
に
は
多
く
の
人
々
が
関
わ
っ
た
が
、
特
に
中
心
と
な
っ
た
の
が
前

述
し
た
四
人
の
真
宗
僧
で
あ
っ
た
。
金
子
大
栄
は
当
時
の
こ
と
を
以
下
の
よ

う
に
回
想
し
て
い
る
。
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…
…
そ
の
先
生
（
参
三
郎
）
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
て
か
ら
は
、
信
子
夫

人
に
よ
っ
て
静
坐
道
は
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
初
は
『
静
坐
』
の
発

刊
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
頃
、
蜂
屋
賢
喜
代
、
山
辺
習
学
、
足

利
浄
円
と
い
う
静
坐
道
で
は
本
科
卒
業
の
先
輩
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
私
を
加
へ
て
四
本
柱
と
頼
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す）

36
（

。

こ
の
四
人
の
他
に
安
藤
州
一
【
目
録
二
│
七
】、
羽
渓
了
諦
、
梅
原
真
隆
、
名

畑
応
順
、
阿
部
現
亮
、
岩
見
護
【
目
録
七
一
】、
山
口
益
ら
も
浄
土
真
宗
関

係
で
静
坐
社
に
お
い
て
参
坐
し
た
人
々
で
あ
る）

37
（

。
静
坐
社
で
は
、
個
々
人
の

宗
教
的
信
仰
は
決
し
て
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
真
宗

僧
ら
の
関
わ
り
か
ら
、
そ
の
色
合
い
が
必
然
的
に
強
く
な
っ
た
。
例
え
ば
、

一
九
三
五
年
よ
り
親
鸞
聖
人
報
恩
講
が
、
小
林
信
子
の
個
人
的
催
し
と
は
さ

れ
て
い
た
が
、
静
坐
社
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
。

五　

静
坐
社
の
活
動

　
『
静
坐
』
誌
の
発
行
を
通
じ
て
、
静
坐
社
は
個
別
に
開
催
さ
れ
て
い
た
全

国
の
静
坐
会
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
果
た
し
た
。
一
九
三
一
年
の
静
坐
案
内

を
見
る
と
、
東
京
（
七
）、
京
都
（
二
）、
大
阪
・
神
戸
（
三
）、
そ
の
他
の
地

方
（
二
一
）、
大
連
（
二
）、
朝
鮮
京
城
府
（
一
）、
台
湾
台
北
市
（
一
）、
満

州
長
春
（
一
）
の
静
坐
会
の
場
所
と
開
催
曜
日
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
中
に
は
先
述
の
峰
岸
の
「
水
曜
会
」
や
岸
本
能
武
太
の
静
坐
会
や

橋
本
五
作
の
旅
順
工
科
大
学
で
の
静
坐
会
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
地
方
静
坐
会
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、
各
地
か
ら
様
々
な
資
料
が
寄

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
方
の
静
坐
会
や
静
坐
人
か
ら
の
寄
贈
書
は
今

回
の
目
録
で
も
多
く
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
一
言
触
れ
て
お
き
た

い
の
は
、
柳
田
誠
二
郎
が
携
わ
っ
た
東
京
静
坐
会
で
活
動
し
た
森
田
繁
治

に
よ
る
謄
写
版
の
資
料
で
あ
る
【
目
録
一
〇
二
│
一
一
六
】。
後
に
出
版
さ
れ

た
笹
村
草
家
人
編
『
静
坐

│
岡
田
虎
二
郎
そ
の
言
葉
と
生
涯
』（
無
名
会
、

一
九
七
四
年
）
は
森
田
の
資
料
を
元
に
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
こ
の
資
料

は
静
坐
研
究
に
お
い
て
重
要
で
あ
る）

38
（

。

　

静
坐
社
（
小
林
信
子
の
自
宅
）
に
お
い
て
も
、
週
四
回
静
坐
会
が
行
わ
れ
、

さ
ら
に
座
談
会
も
月
一
回
開
催
さ
れ
た
。
座
談
会
は
足
利
浄
円
を
中
心
と
し

て
行
わ
れ
、
静
坐
に
関
す
る
質
疑
応
答
を
中
心
と
し
つ
つ
、
静
坐
と
宗
教

（
仏
教
）
の
話
題
に
進
む
こ
と
が
多
か
っ
た
。
大
き
な
年
間
行
事
と
し
て
は

七
月
ま
た
は
八
月
の
三
日
間
、
夏
季
静
坐
会
（
会
場
・
京
都
女
子
高
等
学
校
）

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
橋
本
五
作
を
指
導
者
と
し
て
招
聘
し
て
お
り
、

積
極
的
に
岡
田
虎
二
郎
の
正
統
を
取
り
込
も
う
と
す
る
静
坐
社
の
姿
勢
を
表

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
橋
本
が
一
九
三
二
年
に
急
逝
し
た
の
ち
は
、
竹

島
茂
郎
が
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
年
間
行
事
は
、
岡
田
虎
二

郎
・
小
林
参
三
郎
の
追
悼
静
坐
会
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
十
〜
十
一
月
に
行
わ

れ
た
。

　

ま
た
、
静
坐
社
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
や
記
念
出
版
を
行
い
、
岡
田
虎
二
郎
の

顕
彰
や
静
坐
の
興
隆
に
努
め
た
。
例
え
ば
、
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
に
は

静
坐
社
の
企
画
に
よ
っ
て
岡
田
の
記
念
塔
が
、
岡
田
の
生
ま
れ
た
愛
知
県
田

原
市
に
建
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
）
に
は
、
生
前
の
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岡
田
に
接
し
た
人
々
か
ら
岡
田
の
話
し
た
言
葉
を
集
め
て
、『
岡
田
虎
二
郎

先
生
語
録
』【
目
録
八
九
】
を
編
集
、
刊
行
し
て
い
る
（
目
録
に
あ
る
も
の
は

第
九
版
）。
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
に
は
、「
岡
田
先
生
二
十
年
祭
追
慕

講
演
会
・
記
念
静
坐
会
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
京
都
旭
会
館
お
よ
び
東
本

願
寺
枳
殻
邸
に
て
開
催
し
、
足
利
浄
円
、
伊
奈
森
太
郎
、
佐
藤
通
次
、
山
辺

習
学
、
上
野
陽
一
、
木
村
毅
、
二
荒
芳
徳
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

時
の
講
演
内
容
は
『
静
坐
の
力
』【
目
録
八
五
】
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

静
坐
社
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
個
別
的
な
静
坐
会
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
的
に
結
び
つ
け
、
静
坐
に
つ
い
て
語
り
直
し
、
岡
田
亡
き
後
の
静
坐

法
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
再
び
輪
郭
を
与
え
て
い
っ
た
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、

静
坐
法
の
形
式
を
厳
密
な
形
で
維
持
し
て）

39
（

、
岡
田
虎
二
郎
の
正
統
を
守
ろ
う

と
す
る
小
林
信
子
の
意
志
は
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
貫
く
核
と
な
っ
て
い
た
。

六　

静
坐
社
に
集
う
人
々

　

前
述
の
よ
う
に
静
坐
社
は
浄
土
真
宗
系
知
識
人
の
関
わ
り
が
深
か
っ
た
が
、

関
係
者
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
例
え
ば
、
昭
和
初
期
に
成
瀬
無
極

を
中
心
と
し
た
脚
本
朗
読
の
会
「
カ
メ
レ
オ
ン
」
が
小
林
邸
で
行
わ
れ
た
。

新
村
出
（
言
語
学
者
・
広
辞
苑
編
纂
者
）
夫
妻
、
山
本
修
二
（
英
文
学
者
・
演

劇
学
者
）、
龍
村
平
蔵
（
龍
村
製
織
所
二
代
目
）
夫
妻
、
伊
吹
武
彦
（
フ
ラ
ン

ス
文
学
者
）
な
ど
は
こ
ち
ら
を
通
じ
て
静
坐
社
と
関
わ
っ
た）

40
（

。
他
に
、
静
坐

社
以
前
の
交
流
で
は
あ
る
が
、
小
林
信
子
は
上
田
敏
夫
妻
と
交
流
が
あ
っ

た）
41
（

。
歌
人
の
五
島
茂
・
美
代
子
夫
妻
と
の
交
流
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る）

42
（

。
画

家
の
瑛
九
と
の
関
わ
り
も
あ
る
。
彼
の
兄
・
杉
田
正
臣
（
従
心
）
は
、
京
都

医
専
の
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
に
虎
二
郎
の
元
で
参
坐
し
、
ま
た
済
世
病
院
で
宿

直
医
を
し
つ
つ
参
三
郎
に
静
坐
指
導
を
受
け
て
い
た
。
後
に
故
郷
の
宮
崎
県

に
戻
っ
て
実
家
の
眼
科
医
を
継
ぎ
、
医
業
と
静
坐
の
他
に
俳
句
や
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
で
も
知
ら
れ
た
地
方
の
文
化
人
と
な
る
が
、
こ
の
兄
の
影
響
で
瑛
九
も

静
坐
を
し
て
い
る
。
昭
和
十
三
年
頃
か
ら
特
に
熱
心
に
坐
り
、
京
都
の
静
坐

会
に
も
参
加
し
て
い
た
【
目
録
五
九
―
六
二
、
七
六
、
一
六
八
、
お
よ
び
雑
誌

『
眠
り
の
理
由
』】。

　

ま
た
、
学
生
の
参
坐
も
多
か
っ
た
。
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
ま
で
吉
田

神
社
に
て
毎
日
京
大
静
坐
会
が
あ
り
、
旧
制
三
高
や
京
都
帝
国
大
学
の
学
生

の
参
座
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
繋
が
り
で
静
坐
を
知
っ
た
人
々
に
、
西
元
宗

助
（
教
育
学
者
）、
横
山
慧
悟
（
医
師
）、
佐
藤
幸
治
（
心
理
学
者
）
な
ど
が
い

る
。
何
人
か
の
学
生
に
と
っ
て
、
仏
教
（
浄
土
真
宗
）
へ
の
関
心
が
、
浄
土

真
宗
系
知
識
人
を
擁
す
る
静
坐
社
へ
の
関
心
と
繋
が
っ
て
い
た
。
典
型
的
な

人
物
に
、
前
述
の
西
元
や
玉
城
康
四
郎
（
仏
教
学
者
）
な
ど
が
い
る）

43
（

。
佐
藤

幸
治
は
後
に
ヨ
ー
ガ
や
岡
田
式
以
外
の
呼
吸
法
や
坐
法
に
も
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
岡
田
に
直
接
師
事
し
た
こ
と
も
あ
る
佐
保
田
鶴
治
（
イ
ン
ド

哲
学
者
・
ヨ
ー
ガ
研
究
者
）
と
の
共
著
を
含
め
、
こ
う
し
た
身
体
技
法
・
心

理
療
法
に
関
す
る
著
作
を
多
く
出
版
し
た
【
目
録
一
三
八
│
一
四
二

）
44
（

】。
横
山

慧
悟
は
、
後
に
森
田
療
法
と
静
坐
法
を
併
用
し
た
心
身
症
・
神
経
症
の
治
療

法
を
自
身
の
病
院
で
実
践
し
、
そ
の
研
究
と
実
績
を
著
作
に
ま
と
め
て
い
る

【
目
録
二
〇
二
、
二
〇
三
】。

　

鈴
木
大
拙
と
静
坐
社
の
関
係
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
明
治
末
、
鈴
木
大
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拙
の
師
で
あ
っ
た
釈
宗
演
は
釈
宗
活
な
ど
と
と
も
に
禅
を
一
般
に
開
放
し
て
、

近
代
の
中
で
の
禅
の
展
開
を
模
索
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
座
禅
を
静
か

に
坐
す
る
こ
と
と
捉
え
、
キ
リ
ス
ト
教
に
も
イ
ス
ラ
ー
ム
に
も
見
ら
れ
る
も

の
と
し
て
普
遍
化
し
つ
つ
、
修
養
法
と
し
て
体
育
や
徳
育
に
も
効
果
的
で
あ

る
と
説
く
こ
と
も
あ
っ
た）

45
（

。
そ
の
時
期
に
、
禅
の
伝
統
と
は
一
線
を
画
し
て

さ
ら
に
一
般
化
を
押
し
す
す
め
た
坐
法
を
提
唱
し
て
、
多
く
の
人
々
の
注
目

を
集
め
て
い
た
の
が
岡
田
虎
二
郎
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
釈
宗
演
ら
の
禅
と

岡
田
式
静
坐
法
は
競
合
関
係
に
あ
っ
た
。
岡
田
は
釈
宗
演
を
「
酒
が
な
く
て

は
暮
ら
せ
な
い
よ
う
で
は
駄
目
だ
」
と
批
判
し
て
い
た）

46
（

。

　

し
か
し
、
静
坐
社
の
時
代
に
は
状
況
が
異
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
以
下

の
小
林
信
子
の
回
想
を
見
て
み
よ
う
。

鈴
木
大
拙
先
生
の
と
こ
ろ
へ
坐
禅
を
習
い
に
来
る
外
人
が
苦
し
く
な
っ

た
と
先
生
に
訴
え
る
と
、
先
生
は
私
の
と
こ
ろ
で
静
坐
を
学
ぶ
よ
う
に

す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
鈴
木
先
生
の
お
弟
子
ミ
セ
ス
・
エ
バ
レ
ッ
ト
は
、

坐
禅
で
苦
し
く
な
っ
て
静
坐
を
習
い
に
い
ら
し
て
、
よ
く
な
り
、
こ
の

方
の
発
願
で
神
月
老
師
の
八
幡
の
外
人
禅
堂
へ
入
堂
す
る
人
は
、
ミ
セ

ス
・
小
林
の
と
こ
ろ
で
二
週
間
静
坐
し
て
か
ら
禅
堂
へ
行
く
と
い
う
事

に
な
り
ま
し
た）

47
（

。

こ
こ
で
は
、
少
な
く
と
も
静
坐
社
と
大
拙
周
辺
の
禅
師
の
間
で
は
、
静
坐
と

坐
禅
が
競
合
か
ら
棲
み
分
け
の
関
係
へ
と
移
行
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
つ
ま

り
、
悟
り
を
得
る
た
め
の
坐
禅
に
対
し
て
、
そ
の
過
程
で
禅
病
な
ど
に
な
っ

た
際
に
有
効
な
静
坐
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
棲
み
分
け
は
白
隠
の

『
夜
船
閑
話
』『
遠
羅
天
釜
』
に
お
け
る
禅
そ
の
も
の
と
内
観
法
や
軟
酥
の
法

の
区
別
と
ア
ナ
ロ
ジ
カ
ル
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
変
化
に
関
し
て
、

静
坐
社
の
側
で
は
、
小
林
参
三
郎
が
静
坐
を
仏
教
（
宗
教
）
と
は
切
り
離
し

て
医
術
に
用
い
た
こ
と
が
、
一
つ
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

う
。
も
ち
ろ
ん
、
禅
の
側
で
の
変
化
も
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
近
代
禅
宗
史
の
一
環
と
し
て
重
要
な
課
題
だ
と
思
わ
れ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
は
鈴
木
大
拙
や
神
月
徹
宗
【
目
録
九
三
】
な
ど
の
臨
済

宗
関
係
の
人
々
と
も
静
坐
社
は
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。

七　

静
坐
社
と
国
際
的
人
脈

　

静
坐
社
目
録
に
は
多
く
の
洋
書
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
小
林
参
三
郎
と
小
林
信
子
の
周
辺
に
は
、
海
外
経
験
の
あ
る
仏
教
者

や
東
洋
思
想
シ
ン
パ
の
外
国
人
が
多
い
。
参
三
郎
の
留
学
や
夫
妻
の
ハ
ワ
イ

在
住
と
い
っ
た
海
外
経
験
が
、
そ
う
し
た
人
脈
を
築
く
重
要
な
基
盤
と
な
っ

た
の
だ
ろ
う）

48
（

。

　

海
外
経
験
の
あ
っ
た
仏
教
者
で
は
、
先
述
し
た
今
村
恵
猛
以
外
に
も
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
教
活
動
を
行
い
、
帰
国
後
は
ビ
ア
ト
リ
ス
鈴
木
と
共
に
神

智
学
ロ
ッ
ジ
を
結
成
し
た
宇
津
木
二
秀
【
目
録
一
八
七
、
一
八
八

）
49
（

】、
シ
ア
ト

ル
に
滞
在
し
帰
国
後
は
足
利
浄
円
に
協
力
し
て
雑
誌
を
発
行
し
た
中
井
玄
道

【
目
録
一
一
八
】、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
社
会
活
動
を
熱
心
に
行
っ
た
泉
田
準
城
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【
目
録
一
七
八
】
が
い
る
。
彼
ら
は
す
べ
て
西
本
願
寺
派
で
（
た
だ
し
後
に
足

利
は
木
辺
派
、
泉
田
は
大
谷
派
に
転
派
し
て
い
る
）、
足
利
を
は
じ
め
と
し
て
信

仰
復
興
や
教
団
改
革
的
な
傾
向
を
持
つ
も
の
が
見
ら
れ
る
の
は
興
味
深
い）

50
（

。

　

海
外
か
ら
の
仏
教
シ
ン
パ
で
は
、
静
坐
社
設
立
以
前
の
例
と
し
て
、
先
述

し
た
よ
う
に
済
世
病
院
の
信
仰
治
療
に
大
き
な
関
心
を
示
し
た
Ｅ
・
Ａ
・
ゴ

ル
ド
ン
夫
人
が
い
る
。
彼
女
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
に
師
事
し
仏

教
、
キ
リ
ス
ト
教
の
一
元
論
を
唱
え
る
宗
教
研
究
者
で
も
あ
り
【
目
録
四
三

│
四
五
】、
高
野
山
に
景
教
碑
の
レ
プ
リ
カ
を
建
て
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

小
林
信
子
の
人
脈
で
最
も
世
界
的
に
有
名
な
人
物
は
、
生
涯
の
親
友
と

な
っ
た
ミ
ラ
・
リ
シ
ャ
ー
ル
（
一
八
七
九
│
一
九
七
三
）
で
あ
ろ
う）

51
（

。
彼
女

は
ト
ル
コ
人
の
父
と
エ
ジ
プ
ト
人
の
母
の
間
に
パ
リ
で
生
ま
れ
て
育
つ
。
絵

画
を
学
ぶ
一
方
で
、
神
秘
的
な
関
心
が
強
く
、
オ
カ
ル
テ
ィ
ス
ト
、
マ
ッ

ク
ス
・
テ
オ
ン
に
弟
子
入
り
し
て
い
た
時
期
も
あ
る
。
夫
の
霊
性
思
想
家

ポ
ー
ル
・
リ
シ
ャ
ー
ル
（
一
八
七
四
│
一
九
六
七
）
と
共
に
一
九
一
六
年

か
ら
二
〇
年
ま
で
日
本
に
滞
在
し
、
こ
の
間
、
リ
シ
ャ
ー
ル
夫
妻
は
大
川

周
明
や
北
一
輝
な
ど
と
交
流
し
て
い
る
。
夫
妻
が
京
都
に
滞
在
し
て
い

た
時
期
、
ミ
ラ
が
最
も
個
人
的
に
親
し
く
し
て
い
た
人
物
が
小
林
信
子
で

あ
っ
た
。
二
人
は
離
日
し
た
後
、
ミ
ラ
は
ポ
ン
デ
ィ
シ
ェ
リ
の
オ
ー
ロ
ビ

ン
ド
・
ア
シ
ュ
ラ
ム
に
入
り
、
オ
ー
ロ
ビ
ン
ド
・
ゴ
ー
シ
ュ
（
一
八
七
二

│
一
九
五
〇
）
の
霊
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
「
マ
ザ
ー
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
る）

52
（

。
そ
の
後
も
二
人
の
交
流
は
続
き
、
一
九
五
九
年
（
昭

和
三
四
）、
信
子
は
ミ
ラ
に
招
待
さ
れ
て
ア
シ
ュ
ラ
ム
に
二
ヵ
月
間
滞
在

し
、
そ
こ
で
静
坐
を
指
導
し
た）

53
（

。
本
目
録
に
あ
る
オ
ー
ロ
ビ
ン
ド
関
係
の

書
籍
は
、
こ
う
し
た
交
流
の
中
で
信
子
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
【
目
録

三
五
│
三
八
、
九
六
、
一
三
七
、
一
六
三
│
一
六
六
お
よ
び
雑
誌B

ulletin of Sri 

A
urobindo International C

entre of E
ducation

】。

　

本
格
的
な
仏
教
実
践
者
で
は
、
ビ
ア
ト
リ
ス
鈴
木
の
著
作
も
残
さ
れ
て
い

る
【
目
録
一
七
〇
】。
ビ
ア
ト
リ
ス
以
外
で
は
、
彼
女
と
交
流
が
あ
り
、
参
禅

も
行
っ
た
外
国
人
女
性
作
家
リ
リ
ー
・
ア
ダ
ム
ズ
・
ベ
ッ
ク
、
本
名
エ
リ
ザ

ベ
ス
・
ル
イ
ザ
・
モ
レ
ス
ビ
ー
（
一
八
六
二
│
一
九
三
一
）
が
い
る
。
海
軍

大
将
ジ
ョ
ン
・
モ
レ
ス
ビ
ー
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ン
ド
、

中
国
、
チ
ベ
ッ
ト
、
日
本
な
ど
を
旅
し
た
後
、
一
九
一
九
年
か
ら
カ
ナ
ダ
に

住
み
著
述
業
を
始
め
た
。
リ
リ
ー
・
ア
ダ
ム
ズ
・
ベ
ッ
ク
の
名
前
を
使
っ
て

東
洋
の
神
秘
主
義
に
つ
い
て
、
Ｅ
・
バ
ー
リ
ン
ト
ン
の
筆
名
を
使
っ
て
歴
史

ロ
マ
ン
ス
小
説
の
著
述
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
仏
教
を
含
む
東
洋
の
哲
学

や
宗
教
に
つ
い
て
の
著
述
を
行
っ
た
【
目
録
一
七
│
二
一
、
一
〇
〇
】。
最
終

的
に
彼
女
は
夫
と
も
別
れ
、
秘
書
の
ヘ
レ
ン
・
ヘ
イ
ズ
と
と
も
に
京
都
に
滞

在
し
、
そ
こ
で
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
間
、
ビ
ア
ト
リ
ス
ら
と
と
も
に
神
月
徹

宗
の
元
で
参
禅
し
、
信
子
に
教
え
ら
れ
て
静
坐
も
経
験
し
た）

54
（

。

　

ア
ダ
ム
ズ
・
ベ
ッ
ク
は
、
小
林
信
子
の
『
枕
草
子
』
英
訳
に
も
関
係
し
て

い
る
。
元
々
彼
女
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
頃
に
大
谷
大
学
の
留
学
生
と
し

て
イ
ギ
リ
ス
に
滞
在
し
て
い
た
山
辺
習
学
と
と
も
に
親
鸞
の
『
浄
土
和
讃
』

を
英
訳
し
た
。
こ
れ
が
後
に
イ
ギ
リ
ス
の
出
版
社
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
か
ら
東

方
知
識
叢
書
（T

he W
isdom

 of the East

）
の
一
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
た

【
目
録
一
五
八
】。
一
方
、
小
林
信
子
は
こ
の
頃
に
『
枕
草
子
』
の
英
訳
を
完

成
さ
せ
て
お
り
、
山
辺
は
そ
れ
を
同
じ
く
東
方
知
識
叢
書
の
一
冊
と
し
て
出
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版
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。
こ
の
時
に
、
ア
ダ
ム
ズ
・
ベ
ッ
ク
は
そ
の
英
文
の

添
削
を
行
い
、
出
版
さ
れ
た
小
林
信
子
訳
の
『
枕
草
子
』（T

he Sketch B
ook 

of the L
ady Sei Sh ōnagon

）
の
序
文
を
書
い
て
い
る
【
目
録
一
五
〇
】。
こ
の

時
の
添
削
に
関
す
る
書
簡
の
や
り
取
り
が
静
坐
社
に
残
っ
て
お
り
、
比
較
文

学
・
翻
訳
研
究
の
資
料
と
な
る
と
思
わ
れ
る
（
書
簡
は
静
坐
社
に
所
蔵
。
電

子
化
済
）。
小
林
信
子
作
の
『
枕
草
子
』
英
訳
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
木
村

毅
が
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
が
、
木
村
自
身
も
こ
の
出
版
に
関
わ
っ
た
一
人

で
あ
っ
た
。『
源
氏
物
語
』
を
英
訳
し
た
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
に
よ
っ

て
『
枕
草
子
』
の
抄
訳
が
計
画
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
信
子
は
、
自
分
の
も

の
を
下
訳
と
し
て
使
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
む
こ
と
を
、
ち
ょ
う
ど
イ
ギ
リ

ス
に
遊
学
し
よ
う
と
し
て
い
た
木
村
毅
に
頼
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
木
村

は
ウ
ェ
イ
リ
ー
に
会
っ
た
が
、
ウ
ェ
イ
リ
ー
の
英
訳
は
す
で
に
印
刷
ま
で
進

ん
で
い
た
た
め
、
ウ
ェ
イ
リ
ー
か
ら
は
別
途
出
版
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
。

ち
な
み
に
ヘ
レ
ン
・
ヘ
イ
ズ
の
翻
訳
に
よ
る
『
西
遊
記
』
も
東
方
知
識
叢
書

か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
【
目
録
五
六）

55
（

】。

　

先
に
紹
介
し
た
「
ミ
セ
ス
・
エ
バ
レ
ッ
ト
」
も
ア
メ
リ
カ
仏
教
史
上
重
要

な
人
物
で
あ
る）

56
（

。
彼
女
は
、
ル
ー
ス
・
フ
ラ
ー
・
エ
バ
レ
ッ
ト
（
後
に
ル
ー

ス
佐
々
木
、
一
八
九
二
│
一
九
六
七
）
と
い
い
、
一
九
三
〇
年
、
夫
や
娘
と
と

も
に
初
来
日
し
、
鈴
木
大
拙
・
ビ
ア
ト
リ
ス
夫
妻
と
出
会
い
、
神
月
徹
宗
の

元
で
参
禅
し
た
。
伝
記
に
は
、
こ
の
時
に
彼
女
は
鈴
木
大
拙
か
ら
、
初
心
者

の
座
禅
（beginner ’s zazen

）
と
し
て
、
精
神
を
統
御
す
る
た
め
の
坐
法
と

呼
吸
の
技
術
を
指
導
さ
れ
た
と
あ
る）

57
（

。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
静
坐
の
こ
と
を
示

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
も
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
を
往
復
し
な
が
ら
、

ア
メ
リ
カ
仏
教
協
会
（Buddhist Society of A

m
erica

）
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
運
営
し
て
い
た
佐
々
木
指
月
（
釈
宗
活
の
弟
子
）
に
協
力
す
る
な
ど
、
禅

の
普
及
に
尽
力
し
た
。
彼
女
は
弁
護
士
の
夫
エ
ド
ワ
ー
ド
・
エ
バ
レ
ッ
ト
と

死
別
し
た
後
、
一
九
四
四
年
に
佐
々
木
指
月
と
結
婚
、
佐
々
木
の
死
後
も
ア

メ
リ
カ
仏
教
協
会
の
運
営
に
関
わ
り
、
戦
後
は
京
都
に
在
住
し
大
徳
寺
龍
泉

庵
を
再
興
し
、
そ
の
他
、
禅
関
係
の
著
述
や
翻
訳
を
行
っ
た
【
目
録
二
八
】。

さ
ら
に
目
録
に
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
禅
と
仏
教
の
普
及
に
功
績
の
あ
っ
た
ド

ワ
イ
ト
・
ゴ
ダ
ー
ド
（
一
八
六
一
│
一
九
三
九
）
か
ら
の
寄
贈
書
も
あ
り
【
目

録
三
九
│
四
二
】、
小
林
信
子
と
交
流
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る）

58
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
小
林
信
子
は
、
戦
前
の
京
都
に
お
け
る
海
外
仏
教
者

（
あ
る
い
は
東
洋
思
想
シ
ン
パ
）
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ブ
の
位
置
に
い
た
と

い
え
る
。八　

戦
時
下
の
静
坐
社

　

十
五
年
戦
争
が
進
む
に
つ
れ
て
、
他
の
多
く
の
出
版
物
が
そ
う
で
あ
っ
た

の
と
同
じ
よ
う
に
、『
静
坐
』
の
紙
面
で
も
国
家
主
義
的
な
言
辞
が
増
え
て

く
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
、
静
坐
社
が
組
織
と
し
て
な
ん
ら
か
の
明
確
な
方
針

を
打
ち
出
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
個
々
人
が
時
代
状
況
の
中
で
静
坐
の
意
義

を
提
示
し
よ
う
と
し
た
結
果
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
う

し
た
言
辞
の
語
り
方
や
強
弱
は
論
者
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。
た
だ
、

一
九
三
九
年
の
「
岡
田
先
生
二
十
年
祭
追
慕
講
演
会
・
記
念
静
坐
会
」
の
論

調
が
、
時
局
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
の
直
前
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に
独
ソ
不
可
侵
条
約
が
締
結
さ
れ
、
世
界
情
勢
は
混
迷
し
て
い
た
。
講
演
会

で
は
、
筧
克
彦
の
影
響
を
受
け
た
二
荒
芳
徳
が
最
後
の
演
者
を
務
め
、
西
洋

文
明
と
東
洋
文
明
の
合
流
点
に
お
け
る
日
本
の
道
徳
的
使
命
と
し
て
「
八
紘

一
宇
」
を
説
い
て
幕
を
閉
じ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
二
荒
は
そ
う
し
た
仕

事
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
腹
の
力
が
必
要
だ
と
は
説
い
た
が
、
静
坐
法
そ
の

も
の
が
日
本
的
で
あ
る
と
は
論
じ
て
い
な
い）

59
（

。

　

一
方
、
身
体
技
法
そ
の
も
の
か
ら
独
自
の
国
家
主
義
・
皇
道
思
想
を
唱
え

た
の
が
、
ド
イ
ツ
文
学
研
究
者
の
佐
藤
通
次
（
一
九
〇
一
│
一
九
九
〇
）
で

あ
っ
た）

60
（

。
彼
は
「
岡
田
先
生
二
十
年
祭
追
慕
講
演
会
・
記
念
静
坐
会
」
で
共

に
登
壇
し
た
演
者
に
比
べ
る
と
一
世
代
若
く
、
岡
田
虎
二
郎
に
も
直
接
師
事

し
て
い
な
い
。
佐
藤
は
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
）
京
都
帝
国
大
学
を
卒
業

後
に
、
九
州
帝
国
大
学
に
講
師
と
し
て
赴
任
（
後
に
助
教
授
）、
そ
こ
で
ド
イ

ツ
文
学
の
教
授
で
岡
田
虎
二
郎
の
直
弟
子
で
も
あ
っ
た
小
牧
健
夫
と
出
会

い
、
岡
田
式
静
坐
法
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
小
牧
と
語
り
合
い

な
が
ら
自
身
の
国
家
主
義
的
身
体
論
を
形
成
し
て
い
き
、
一
九
三
六
年
（
昭

和
一
一
）
か
ら
、『
静
坐
』
誌
に
そ
の
所
感
を
発
表
し
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、

一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
に
『
身
体
論
』
を
刊
行
す
る
。

　

そ
の
本
の
中
で
、
彼
は
西
洋
哲
学
に
お
い
て
「
身
体
」
が
常
に
所
与
的
・

客
体
的
存
在
で
あ
る
こ
と
を
批
判
、「
身
体
」
を
「
体
験
の
主
体
た
る
行
為

的
自
己
の
一
格
相
」
を
含
む
も
の
と
し
て
捉
え
な
お
そ
う
と
す
る）

61
（

。
彼
の

議
論
の
出
発
点
に
は
現
象
学
が
あ
り
「
身
体
は
ノ
エ
マ
的
に
観
察
さ
れ
て
尽

き
る
も
の
で
は
な
く
、
ノ
エ
シ
ス
的
に
自
覚
さ
れ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら

ぬ）
62
（

」
と
述
べ
、
身
体
の
主
体
的
側
面
と
客
体
的
側
面
を
統
一
的
に
捉
え
よ
う

と
試
み
た
。
佐
藤
に
よ
れ
ば
、
生
物
的
生
命
体
で
あ
る
「
肉
体
」
が
、
無
生

物
の
「
物
体
」
を
含
む
よ
う
に
、「
身
体
」
は
自
主
的
な
霊
的
生
命
体
で
あ

る
と
同
時
に
、
被
動
的
立
場
を
宿
す
「
肉
体
」
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
は
互
い

に
不
可
分
で
あ
る
た
め
、「
身
体
」
が
完
全
に
主
体
性
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、「
肉
体
」
が
自
己
の
主
体
性
を
徹
底
的
に
貫
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
さ
れ
る）

63
（

。

　

こ
こ
か
ら
、
佐
藤
は
身
体
技
法
の
実
践
論
に
向
か
う
。
姿
勢
と
呼
吸
と
い

う
「
ミ
ズ
カ
ラ
」
の
意
志
に
よ
っ
て
、「
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
」
な
る
も
の

│
重

力
に
支
配
さ
れ
る
物
体
的
自
己
や
生
理
機
能
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
肉
体
的

自
己

│
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
身
体
的
自
己
と
し
て
一
つ
に
な

る
。
そ
の
時
に
、
身
体
の
中
心
と
な
る
の
が
「
丹
田
」
で
あ
る
と
さ
れ
た）

64
（

。

そ
し
て
、
こ
れ
を
為
し
得
る
の
が
「
日
本
風
の
坐
法
」
で
あ
り
、
岡
田
式
静

坐
法
は
そ
の
最
後
の
完
成
で
あ
る
と
い
う）

65
（

。
こ
こ
に
お
い
て
、
身
体
論
的
哲

学
の
普
遍
性
は
、「
日
本
的
」
身
体
技
法
に
漂
着
す
る
。

　

人
が
「
身
体
者
」
と
し
て
完
全
に
主
体
性
を
発
揮
し
た
時
、「
オ
ノ
ヅ
カ

ラ
」
な
る
個
の
立
場
を
超
え
、
公
的
存
在
に
な
る
と
佐
藤
は
い
う）

66
（

。
つ
ま
り
、

彼
の
言
う
「
主
体
性
」
と
は
個
を
超
え
た
と
こ
ろ
か
ら
来
る
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
で
個
人
的
な
身
体
論
が
国
家
論
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
彼
は
、

身
体
の
本
質
は
「
民
族
の
生
・
国
家
の
生
」
に
お
い
て
の
み
発
揮
さ
れ
る
と

断
じ
る
。
そ
の
理
想
と
さ
れ
る
身
体
観
が
国
家
に
当
て
は
め
ら
れ
た
時
、
天

皇
を
「
我
が
日
本
国
の
丹
田
」
と
し
て
一
君
と
万
民
が
一
如
と
な
る
「
神
国

日
本
」
が
構
想
さ
れ
る
。
翻
っ
て
、「
部
分
の
一
が
全
体
の
一
の
顕
現
垂
迹

と
な
る
」
た
め
、「
身
体
の
こ
の
一
点
を
掴
む
丹
田
息
は
、
ま
さ
し
く
、
神
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国
日
本
を
肉
体
を
も
つ
て
行
ず
る
も
の
」
だ
と
い
う）

67
（

。
静
坐
同
人
は
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
方
で
、
国
家
や
戦
時
下
の
状
況
と
静
坐
を
結
び
つ
け
た
が
、
有
用
性

を
超
え
て
、
丹
田
息
自
体
が
「
忠
」
を
行
ず
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
佐
藤
の

『
身
体
論
』
は
国
家
主
義
的
静
坐
論
の
一
つ
の
究
極
で
あ
っ
た
。

　

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
静
坐
論
が
海
外
に
も
輸
出
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
の
キ
ー
ル
大
学
哲
学
・
心
理
学
教
授
で
あ
っ
た
カ
ー
ル
フ

リ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
（
一
八
九
六
│
一
九
八
八
）
に
よ
っ

て
で
あ
る
。
彼
は
、
一
九
三
八
│
一
九
三
九
年
、
お
よ
び
一
九
四
〇
年
か
ら

敗
戦
ま
で
、
外
交
官
と
し
て
来
日
、
ナ
チ
ズ
ム
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
役
割
を

果
た
し
つ
つ
、
日
本
文
化
に
関
心
を
持
っ
て
積
極
的
に
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
。

京
都
に
滞
在
し
た
時
に
は
、
中
川
与
之
助
の
紹
介
で
静
坐
社
を
訪
問
し
て
熱

心
に
静
坐
を
行
っ
た
。
戦
後
、
彼
は
一
時
巣
鴨
プ
リ
ズ
ン
に
勾
留
さ
れ
、
静

坐
社
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
が
、
後
に
鈴
木
大
拙
が
ス
イ
ス
に
行
っ
た

と
き
に
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
と
出
会
っ
て
、
音
信
が
再
開
し
た
。
一
九
五
六
年

に
は
、
ド
イ
ツ
語
で
『
腹

│
人
間
の
中
心
』
と
い
う
本
を
出
版
、
そ
の
中

に
は
岡
田
虎
二
郎
の
言
葉
と
佐
藤
通
次
の
『
身
体
論
』
の
抄
訳
を
掲
載
し

た
。
こ
の
本
で
、
彼
は
、
日
本
文
化
を
事
例
と
し
つ
つ
、
腹
を
全
て
の
人
間

の
生
活
に
お
い
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
論
じ
て
、
よ
り
普
遍
的
な
方
向
へ

議
論
を
進
め
て
い
る
。
そ
う
し
た
思
想
に
基
づ
き
、
ド
イ
ツ
で
「
ト
モ
ス
・

リ
ュ
ッ
テ
実
存
心
理
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
て
、
心
理
療
法
を
開
始
し
た
。

そ
こ
で
は
、「
存
在
の
根
源
」
と
し
て
「
ハ
ー
ラ
」、
つ
ま
り
腹
が
強
調
さ
れ

て
い
る）

68
（

。

お
わ
り
に

　

岡
田
式
静
坐
法
に
は
、
特
別
な
教
義
や
信
仰
対
象
も
な
く
、
元
々
個
人
的

な
実
践
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
必
ず
し
も
組
織
の
必
要
も
な
い
。
そ

れ
ゆ
え
、
静
坐
社
の
よ
う
な
組
織
的
活
動
に
懸
念
を
示
す
人
々
も
い
た
と

思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
木
下
尚
江
や
相
馬
黒
光
の
グ
ル
ー
プ
の
人
々
は
静
坐

社
に
対
し
て
交
流
を
持
つ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
静
坐

社
側
は
木
下
が
亡
く
な
っ
た
時
に
は
追
悼
記
事
を
出
す
な
ど
、
一
定
の
敬
意
と
関

心
を
持
ち
続
け
て
お
り
、
木
下
の
著
作
も
所
蔵
し
て
い
た
【
目
録
七
九
、
八
〇）

69
（

】）。

し
か
し
、
語
録
の
発
行
や
記
念
行
事
の
開
催
に
よ
っ
て
、
岡
田
式
静
坐
法
の

正
統
を
定
め
、
そ
の
維
持
と
普
及
に
努
め
た
と
い
う
点
で
静
坐
社
が
静
坐

法
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
さ
ら
に
重
要
な
点
と
し

て
、
静
坐
社
が
宗
教
者
、
文
学
者
、
学
生
な
ど
知
識
人
の
交
流
の
文
化
的
な

サ
ロ
ン
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
集
ま
る
人
々
の
傾
向
に
違
い

は
あ
る
が
、
岡
田
在
世
中
の
中
村
屋
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
知
識
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
静
坐
を
広
め
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
と
同
時
に
、
彼
ら
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
静
坐
解
釈

を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。『
静
坐
』
誌
は
、
こ
う
し
た
文
化
的
交
流
と
思
想

的
展
開
を
跡
づ
け
る
格
好
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
真
宗
僧
た
ち
の
静
坐
へ
の
関
わ
り
は
注
目
す
べ
き
点

で
あ
る
。
現
在
、
近
代
仏
教
史
研
究
に
お
い
て
、
近
代
仏
教
を
思
想
史
の
よ

り
広
い
枠
組
み
で
位
置
づ
け
な
お
す
試
み
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
そ
の
試
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み
と
関
連
し
な
が
ら
、「
ビ
リ
ー
フ
」（
教
義
信
仰
や
内
面
的
信
仰
）
中
心
の

近
代
仏
教
史
理
解
へ
の
反
省
が
起
こ
っ
て
い
る）

70
（

。
仏
教
の
「
近
代
化
」
の
指

標
を
内
面
的
信
仰
に
置
い
た
場
合
、
必
ず
名
前
が
挙
が
る
の
が
清
沢
満
之
の

精
神
主
義
で
あ
っ
た
。
金
子
大
栄
や
山
辺
習
学
は
清
沢
満
之
の
浩
々
洞
の
同

人
で
あ
り
、
金
子
は
近
代
真
宗
学
の
主
唱
者
と
し
て
知
ら
れ
、
山
辺
は
戦
時

下
に
大
谷
大
学
学
長
を
務
め
た
。
し
か
し
、「
ビ
リ
ー
フ
」
中
心
の
近
代
仏

教
史
観
を
相
対
化
し
つ
つ
、
仏
教
史
を
よ
り
広
い
思
想
史
の
枠
組
み
か
ら
捉

え
た
場
合
、
彼
ら
に
よ
る
行
的
な
静
坐
実
践
や
静
坐
社
と
の
関
わ
り
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
の
か
、
と
い
う
問
い
は
吟
味
し
て
お
く
必
要
の
あ
る
課
題
で

あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
真
宗
僧
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
鈴
木
大

拙
や
真
渓
涙
骨
な
ど
仏
教
系
知
識
人
た
ち
の
言
説
を
、
こ
れ
ま
で
見
え
て
い

な
か
っ
た
岡
田
式
静
坐
法
と
静
坐
社
と
い
う
視
角
か
ら
、
も
う
一
度
捉
え
な

お
し
て
み
る
作
業
は
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
を
静
坐
社
の
国
際
的
な
交
流
に
つ
い
て
も
考
え
る
な

ら
ば
、
ト
マ
ス
・
ツ
イ
ー
ド
の
い
う
ト
ラ
ン
ス
ロ
カ
テ
ィ
ブ
な
歴
史
記
述
と

い
う
視
座
は
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
。
ツ
イ
ー
ド
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

筆
者
は
、
…
…
「
ト
ラ
ン
ス
ロ
カ
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
造
語
を
、
歴
史
分

析
に
お
い
て
、
国
家
を
研
究
上
の
基
本
単
位
と
し
て
論
究
し
な
い
こ
と

を
示
す
た
め
に
用
い
て
い
る
。
と
い
う
の
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
や
「
ト

ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
い
っ
た
地
理
把
握
で
は
最
適
な
理
解
が
得
ら

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
の
理
解
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
い
う
用
語

に
は
、
普
遍
化
や
均
質
化
へ
の
絶
え
ざ
る
衝
動
と
い
っ
た
意
味
が
含
ま

れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
描
き
出
し
た
よ
う
な
複
雑
な
〔
文
化
的
〕
潮
流

は
、
あ
ら
ゆ
る
所
に
届
き
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
物
を
均
質
化
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
逆
説
的
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
潮
流
は
グ
ロ
ー
バ
ル
で
は

な
く
局
地
的
で
あ
り
、
連
続
性
と
同
じ
く
ら
い
に
不
連
続
性
を
生
む
の

で
あ
る）

71
（

。

　

ツ
イ
ー
ド
は
こ
の
言
葉
を
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て

ネ
イ
シ
ョ
ン
を
超
え
て
変
化
し
続
け
た
宗
教
的
な
思
想
の
潮
流

│
ス
ェ
ー

デ
ン
ボ
ル
グ
主
義
や
神
智
学
を
は
じ
め
と
す
る
オ
カ
ル
ト
思
想
の
世
界
的
な

展
開

│
の
中
で
、
宗
教
的
真
理
を
探
究
し
て
い
た
鈴
木
大
拙
と
Ａ
・
Ｊ
・

エ
ド
マ
ン
ズ
と
の
交
流
を
分
析
す
る
際
に
用
い
て
い
る
。
同
様
に
、
静
坐
社

と
エ
バ
レ
ッ
ト
や
ア
ダ
ム
ズ
・
ベ
ッ
ク
や
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
と
の
交
流
を
ト

ラ
ン
ス
ロ
カ
テ
ィ
ブ
な
分
析
か
ら
捉
え
て
み
る
必
要
は
あ
り
そ
う
だ
。
そ
れ

は
確
か
に
局
地
的
で
あ
っ
た
し
、
岡
田
虎
二
郎
の
正
統
を
維
持
し
よ
う
と
す

る
小
林
信
子
と
東
洋
的
行
法
を
求
め
て
い
た
海
外
の
体
験
者
の
静
坐
を
め
ぐ

る
ま
な
ざ
し
は
不
連
続
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
海
外
仏
教
者
も
岡
田
式
静
坐

法
も
既
成
の
宗
教
や
国
境
を
超
え
て
宗
教
的
真
理
を
追
究
す
る
と
い
う
潮
流

の
中
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
先
に
佐
藤
通
次
の
身
体
論
が
あ
り
、
そ
の

周
辺
に
真
宗
知
識
人
が
い
た
と
い
う
事
実
は
、「
国
家
主
義
」
や
「
日
本
仏

教
」
を
再
考
し
て
い
く
き
っ
か
け
の
一
つ
を
提
供
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
静
坐
社
資
料
は
、
現
在
ま
で
続
く
岡
田
式
静
坐
法
の
展

開
を
跡
づ
け
て
い
る
と
同
時
に
、
ト
ラ
ン
ス
ロ
カ
テ
ィ
ブ
な
歴
史
記
述
の
可

能
性
を
開
く
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
本
稿
で
は
近
代
宗
教
史
（
仏
教
史
や
霊



254　

性
思
想
史
）
の
観
点
か
ら
の
可
能
性
を
示
し
た
が
、
近
代
教
育
研
究
や
近
代

文
学
研
究
、
あ
る
い
は
医
療
史
な
ど
の
観
点
か
ら
も
有
用
な
も
の
を
含
む
と

思
わ
れ
る
。
静
坐
社
の
趣
意
書
に
、
静
坐
と
「
保
健
と
宗
教
芸
術
等
と
の
関

係
に
つ
い
て
攻
究
し
、
体
験
し
て
行
き
た
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
静
坐
社
そ

の
も
の
が
分
野
の
交
流
の
舞
台
と
な
っ
て
い
た
。
本
目
録
が
、
そ
う
し
た
幅

広
い
研
究
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
し
た
い
。

注（
１
）  

木
村
毅
「
小
林
文
庫
そ
の
他
」『
静
坐
』
第
二
巻
第
五
号
、
一
九
二
八
年
、

一
六
│
一
八
頁
。
小
林
参
三
郎
の
蔵
書
は
、
大
正
一
四
年
に
高
野
山
大
学
に
売
却

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
高
野
山
大
学
図
書
館
で
小
林
の
蔵
書
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

書
籍
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、「
小
林
蔵
書
」
印
の
上
に
、
高
野
山
大
学
の
印

が
押
さ
れ
、「
大
正
一
四
年
購
求
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
売
却
以
前
は
、
小
林
が

院
長
を
務
め
る
慈
善
病
院
済
世
病
院
に
そ
れ
ら
の
蔵
書
は
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、

病
院
経
営
の
資
金
繰
り
の
た
め
に
売
却
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

小
林
の
蔵
書
数
は
三
千
冊
に
及
ん
で
い
た
ら
し
い
。

（
２
）  

同
時
期
に
静
坐
法
と
呼
ば
れ
た
身
体
技
法
は
、
他
に
二
木
謙
三
に
よ
る
「
呼
吸

健
康
法
」、
藤
田
霊
斎
の
「
藤
田
式
息
心
調
和
法
」
が
あ
り
、
ま
た
儒
教
の
実
践

に
も
静
坐
は
あ
っ
た
。
た
だ
、
本
稿
で
「
静
坐
」
と
記
し
た
場
合
、
特
に
断
り
の

な
い
限
り
岡
田
式
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

（
３
）  

ご
く
初
期
は
患
者
を
仰
臥
さ
せ
て
治
療
さ
せ
て
お
り
、
ま
た
催
眠
術
の
よ

う
な
形
式
を
用
い
て
い
た
と
い
う
証
言
も
あ
る
（
甲
藤
大
器
『
静
坐
と
老
荘
』

一
九
一
四
年
、
一
│
二
頁
）。

（
４
）  

当
時
の
健
康
法
紹
介
本
で
は
、「
岡
田
式
静
坐
法
」
の
名
前
が
真
っ
先
に
あ
げ

ら
れ
て
い
た
（
田
邉
信
太
郎
『
病
い
と
社
会

│
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
探
究
』
高
文
堂
、

一
九
八
九
年
、
五
九
│
六
九
頁
）。

（
５
）  

岡
田
虎
二
郎
の
伝
記
に
は
、
中
西
清
三
『
こ
こ
に
人
あ
り

│
岡
田
虎
二
郎

の
生
涯
』（
春
秋
社
、
一
九
七
二
年
）
や
小
松
幸
蔵
『
岡
田
虎
二
郎

│
そ
の
思

想
と
時
代
』（
創
元
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
に
加

え
て
笹
村
草
家
人
編
『
静
坐

│
岡
田
虎
二
郎
そ
の
言
葉
と
生
涯
』（
無
名
会
、

一
九
七
四
年
）
を
参
照
し
た
。

（
６
）  

相
馬
黒
光
『
黙
移
』
ほ
る
ぷ
、
一
九
八
〇
年
、
二
三
八
│
二
七
八
頁
。

（
７
）  

田
中
聡
『
な
ぜ
太
鼓
腹
は
嫌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

│
〈
気
〉
と
健
康

法
の
図
像
学
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
三
年
。
同
様
の
視
座
を
持
つ
も
の
と
し

て
、
静
坐
法
を
西
洋
近
代
の
超
克
を
望
む
「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
知
」
の
運
動
と

し
て
捉
え
た
小
堀
哲
郎
の
論
考
が
あ
る
（
小
堀
哲
郎
「
坐

│
岡
田
虎
二
郎
と
岡

田
式
静
坐
法
」
田
邊
信
太
郎
・
島
薗
進
・
弓
山
達
也
編
『
癒
し
を
生
き
た
人
々

│
近
代
知
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
』
専
修
大
学
出
版
局
、
一
九
九
九
年
）。

（
８
）  

小
林
信
子
編
『
岡
田
虎
二
郎
先
生
語
録
』
静
坐
社
、
一
九
三
七
年
、
七
頁
。

（
９
）  

鶴
見
俊
輔
「
日
本
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム

│
生
活
綴
り
方
運
動
」
久
野
収
・

鶴
見
俊
輔
編
『
現
代
日
本
の
思
想

│
そ
の
五
つ
の
渦
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
六

年
、
七
八
頁
。

（
10
）  

鈴
木
貞
美
『「
生
命
」
で
読
む
日
本
近
代

│
大
正
生
命
主
義
の
誕
生
と
展
開
』

日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
六
年
、
一
五
三
頁
。
筒
井
清
忠
『
日
本
型
「
教

養
」
の
運
命
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
、
四
〇
│
四
一
頁
。

（
11
）  

田
邊
、
前
掲
書
。
田
邉
信
太
郎
「
生

│
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
癒
し
と
そ
の
実

践
者
」
田
邊
・
島
薗
・
弓
山
編
、
前
掲
書
、
一
│
四
六
頁
。
吉
永
進
一
「
解
説　

民
間
精
神
療
法
の
時
代
」
吉
永
進
一
編
『
日
本
人
の
身
・
心
・
霊
⑧
』
ク
レ
ス
出

版
、
二
〇
〇
四
年
、
一
│
四
四
頁
。

（
12
）  
前
掲
の
田
中
、
小
堀
、
鶴
見
の
著
述
は
、
岡
田
式
静
坐
法
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を

岡
田
の
死
で
終
わ
っ
た
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

（
13
）  

二
荒
芳
徳
「
岡
田
先
生
を
想
ふ
」『
静
坐
』
第
三
巻
第
十
二
号
、
一
九
二
七
年
。
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（
14
）  

岡
田
虎
二
郎
に
直
接
師
事
し
た
静
坐
法
実
践
者
と
当
時
の
静
坐
会
の
具
体
的

な
リ
ス
ト
は
、
田
原
市
博
物
館
編
『
中
原
悌
二
郎
と
岡
田
虎
二
郎

│
自
然
の

理
法
・
悌
二
郎
を
め
ぐ
る
作
家
達
』（
田
原
市
博
物
館
、
二
〇
〇
七
年
【
目
録

一
七
七
】）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
15
）  

こ
こ
に
挙
げ
た
人
々
の
中
で
は
、
逸
見
斧
吉
、
相
馬
愛
蔵
、
中
原
悌
二
郎
、
中

村
彝
、
田
中
正
造
、
頭
山
満
が
参
坐
し
て
い
る
。
中
原
の
芸
術
活
動
と
静
坐
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
田
原
市
博
物
館
編
『
中
原
悌
二
郎
と
岡
田
虎
二
郎

│

自
然
の
理
法
・
悌
二
郎
を
め
ぐ
る
作
家
達
』
を
参
照
。
晩
年
の
田
中
正
造
は
静
坐

だ
け
で
は
な
く
、
独
自
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
を
展
開
し
た
ト
マ
ス
・
レ
イ
ク
・
ハ

リ
ス
の
影
響
を
受
け
た
新
井
奥
邃
と
も
交
流
が
あ
っ
た
（
長
野
精
一
『
怒
涛
と
深

淵

│
田
中
正
造
・
新
井
奥
邃
頌
』
法
律
文
化
社
、
一
九
八
一
年
。
瀬
上
正
仁

『
明
治
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ

│
奥
邃
・
有
礼
・
正
造
を
つ
な
ぐ
も
の
』
春

風
社
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
16
）  

二
荒
芳
徳
「
国
際
情
勢
と
国
民
の
修
養
」
小
林
信
子
編
『
静
坐
の
力
』
静
坐
社
、

一
九
四
〇
年
、
六
五
頁
。
渡
邊
八
郎
「
一
個
の
良
民
」『
静
坐
』
第
一
二
巻
第
一

号
、
一
九
三
八
年
、
一
〇
│
一
四
頁
。
保
坂
正
康
『
五
・
一
五
事
件

│
橘
孝
三

郎
と
愛
郷
塾
の
軌
跡
』
草
思
社
、
一
九
七
四
年
、
一
六
│
一
七
頁
。

（
17
）  

森
田
繁
治
「
信
子
先
生
を
思
う

│
静
坐
社
の
原
点
を
尋
ね
て
」
小
林
み
ど
り

編
『
静
坐
の
道
』
静
坐
社
、
一
九
八
七
年
、
一
七
五
│
一
七
六
頁
。

（
18
）  

実
業
之
日
本
社
編
『
岡
田
式
静
坐
法
』
実
業
之
日
本
社
、
一
九
一
二
年
、

一
二
一
頁
。

（
19
）  

実
業
之
日
本
社
の
『
岡
田
式
静
坐
法
』、
岸
本
の
『
岡
田
式
静
坐
三
年
』、
橋
本

の
『
岡
田
式
静
坐
の
力
』
は
岡
田
式
静
坐
法
関
連
本
の
中
で
も
特
に
よ
く
知
ら
れ

た
三
冊
で
あ
る
（
木
内
浩
雅
「
岡
田
先
生
の
想
い
出
（
四
）」『
静
坐
』
第
二
一
七

号
、
三
頁
）。
ち
な
み
に
岸
本
は
自
彊
術
を
や
っ
て
い
た
十
文
字
大
元
と
静
坐
法

の
身
体
的
効
果
に
つ
い
て
論
争
し
て
お
り
、
彼
が
身
体
的
側
面
に
注
目
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
20
）  

笹
村
編
、
前
掲
書
、
三
七
四
頁
。
橋
本
五
作
『
岡
田
式
静
坐
の
力
』
松
邑
三
松

堂
、
一
九
一
七
年
、
二
頁
。

（
21
）  

芦
田
恵
之
助
『
静
坐
と
教
育
』
同
志
同
行
社
、
一
九
三
七
年
【
目
録
一
一
】。

北
垣
に
つ
い
て
は
、
武
元
茂
人
「
明
治
末
〜
大
正
期
の
地
理
教
育
改
革
論

│
北

垣
恭
次
郎
の
場
合
」（『
社
会
科
研
究
』
第
三
四
号
、
一
九
八
六
年
）
を
参
照
。

（
22
）  

橋
本
、
前
掲
書
、
二
五
頁
。

（
23
）  

保
坂
、
前
掲
書
、
一
六
│
一
七
頁
。

（
24
）  

今
岡
信
一
良
「
宗
教
と
し
て
観
た
る
静
坐
法
」『
六
合
雑
誌
』
第
三
七
九
号
。

一
九
一
二
年
。
小
山
東
助
「
静
坐
に
関
す
る
感
想
」『
六
合
雑
誌
』
第
三
七
九
号
、

一
九
一
二
年
。
星
島
二
郎
「
わ
が
信
仰
生
活
の
新
紀
元
（
特
に
岡
山
に
於
け
る
わ

が
信
仰
の
恩
師
諸
友
に
告
白
す
）」『
六
合
雑
誌
』
第
三
八
四
号
、
一
九
一
三
年
。

（
25
）  

安
田
財
閥
の
安
田
善
四
郎
や
安
田
善
之
助
、
住
友
財
閥
の
岩
崎
野
康
弥
の
自
宅

が
静
坐
会
場
と
な
っ
た
（
田
原
市
博
物
館
編
、
前
掲
書
、
一
三
六
│
一
三
七
頁
）。

（
26
）  

済
世
病
院
と
小
林
参
三
郎
の
詳
細
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
宗
教
と
医
学
を
超

え
て

│
済
世
病
院
長
小
林
参
三
郎
の
治
療
論
」（『
東
北
宗
教
学
』
第
七
号
、

二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

（
27
）  

「
済
世
病
院
開
院
式
彙
報
」
第
三
一
六
号
、
一
九
〇
九
年
。「
ハ
リ
ス
氏
と
小
林

ド
ク
ト
ル
」『
六
大
新
報
』
第
三
二
〇
号
、
一
九
〇
九
年
。「
ハ
リ
ス
博
士
と
済

世
病
院
」『
六
大
新
報
』
第
三
二
三
号
、
一
九
〇
九
年
。「
済
世
病
院
近
況
」『
六

大
新
報
』
第
三
五
四
号
、
一
九
一
〇
年
。「
済
世
病
院
近
況
」『
六
大
新
報
』
第

三
五
七
号
、
一
九
一
〇
年
。「
済
世
病
院
だ
よ
り
」『
六
大
新
報
』
第
三
六
〇
号
、

一
九
一
〇
年
。

（
28
）  
小
林
信
子
「
静
坐
社
の
あ
ゆ
み
」
小
林
信
子
監
修
『
静
坐
へ
の
道
』
静
坐
社
、

一
九
六
三
年
、
四
三
七
│
四
三
八
頁
。
信
子
の
回
想
に
よ
る
上
記
の
記
述
に
は
年

代
や
静
坐
会
場
に
若
干
誤
り
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
森
田
繁
治
が
考
証
し
て
訂
正
し

て
い
る
（
森
田
繁
治
「
信
子
先
生
を
思
う

│
静
坐
社
の
原
点
を
尋
ね
て
」
小
林

み
ど
り
編
『
静
坐
の
道
』
静
坐
社
、
一
九
八
七
年
、
一
七
五
│
一
七
八
頁
）。
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（
29
）  

真
渓
涙
骨
「
坐
る
こ
と
に
意
味
を
持
つ
」『
静
坐
』
第
十
三
巻
第
五
号
、

一
九
三
九
年
。

（
30
）  
当
時
の
今
村
恵
猛
の
布
教
方
針
は
、
通
仏
教
的
・
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
で
あ
っ

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
守
屋
友
江
『
ア
メ
リ
カ
仏
教
の
誕
生

│
二
〇

世
紀
初
頭
に
お
け
る
日
系
宗
教
の
文
化
変
容
』
現
代
史
料
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）。

今
回
の
目
録
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
〇
八
年
に
今
村
か
ら
贈
呈
さ
れ
た

釈
宗
演
の
著
作
（Shaku Soyen, 1906, Serm

ons of a B
uddhist A

bbot, Suzuki 

D
aisetz T

eitaro (trans.), Chicago: O
pen Court

）
が
小
林
文
庫
に
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
は
、
今
村
と
小
林
を
取
り
巻
く
仏
教
的
雰
囲
気
が
真
宗
的
と
い
う
よ

り
通
仏
教
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
贈
呈
の
事
実
は
同
書
に
残
さ
れ
た
今

村
の
サ
イ
ン
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
31
）  

一
方
で
、
参
三
郎
は
静
坐
に
よ
っ
て
も
宗
教
的
境
地
が
開
け
る
と
考
え
て
い
た
。

お
そ
ら
く
、「
安
心
」
に
向
か
う
時
、
宗
教
も
静
坐
も
相
互
補
完
的
に
有
効
と
な

る
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
蜂
屋
賢
喜
代
「
静
坐
と
宗
教
」『
静
坐
』
第
一

巻
第
二
号
、
八
│
一
五
頁
）。

（
32
）  

小
林
信
子
（
み
の
り
の
会
代
表
）
編
『
日
本
仏
教
の
諸
問
題
』
丁
子
屋
書
店
、

一
九
四
〇
年
。
講
演
者
は
、
山
辺
習
学
、
金
子
大
栄
、
羽
渓
了
諦
で
あ
っ
た
。

（
33
）  

小
林
信
子
、
前
掲
書
、
四
三
八
│
四
三
九
頁
。

（
34
）  

小
林
信
子
、
前
掲
書
、
四
四
〇
│
四
四
一
頁
。
た
だ
、
い
よ
い
よ
明
日
か
ら
静

坐
を
始
め
よ
う
と
い
う
と
き
に
、
参
三
郎
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
同
じ

く
京
都
に
あ
っ
た
森
田
療
法
を
採
用
し
て
い
る
三
聖
病
院
を
紹
介
さ
れ
て
入
院
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、「
私
は
小
林
ド
ク
ト
ル
に
静
坐
を
教
え
て
頂
き

た
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
奥
様
に
教
え
て
頂
き
た
い
」
と
い
っ
て
信
子
に
静

坐
指
導
を
乞
う
て
、
退
院
後
も
た
び
た
び
静
坐
社
に
来
て
い
た
。
な
お
、
参
三
郎

は
森
田
正
馬
と
は
面
識
が
あ
り
、
小
林
邸
に
連
れ
帰
っ
て
し
ば
し
ば
歓
談
し
た
と

い
う
（
横
山
慧
吾
「
静
坐
の
ご
縁
結
び
の
こ
と
」
小
林
み
ど
り
編
『
静
坐
の
道
』

静
坐
社
、
一
九
八
七
年
）。

（
35
）  

寿
岳
文
章
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
春
秋
社
」『
春
秋
』
第
三
〇
〇
号
、

一
九
八
八
年
。

（
36
）  

金
子
大
栄
「
思
出
の
秋
…
…
」『
静
坐
季
刊
』
第
四
五
号
、
二
頁
。

（
37
）  

小
林
み
ど
り
「
仏
教
人
と
静
坐
」『
大
法
輪
』
第
四
七
巻
第
九
号
、
一
九
八
〇

年
、
一
四
八
│
一
四
九
頁
。

（
38
）  

森
田
繁
治
（
一
八
九
九
│
一
九
九
三
）
は
教
師
を
務
め
な
が
ら
、
岡
田
虎
二
郎

や
静
坐
人
の
言
葉
を
独
自
に
収
集
し
て
、
語
録
や
事
跡
の
史
料
批
判
的
な
研
究
を

行
っ
て
い
た
。
そ
の
観
点
か
ら
、
静
坐
社
の
ま
と
め
た
『
岡
田
虎
二
郎
先
生
語

録
』
を
評
価
し
つ
つ
も
、
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
森
田
の
資
料
は
他
に
田
原

市
博
物
館
の
「
春
堂
文
庫
」
に
『
岡
田
虎
二
郎
先
生
の
研
究
』
と
題
さ
れ
た
も
の

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
柳
田
誠
二
郎
は
特
に
戦
後
に
な
っ
て
静
坐
社
と

関
わ
り
を
深
め
、『
静
坐
』
誌
に
も
た
び
た
び
寄
稿
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

笹
村
編
『
静
坐

│
岡
田
虎
二
郎
そ
の
言
葉
と
生
涯
』
に
は
、
続
編
が
あ
る
【
目

録
一
三
六
】。

（
39
）  

小
林
信
子
が
静
坐
の
形
式
を
墨
守
し
た
こ
と
を
示
す
言
葉
は
枚
挙
に
暇
が
な
い

が
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。「
岡
田
先
生
の
静
坐
は
私
の
体
と
心
の

上
に
是
よ
り
い
ゝ
途
は
な
い
と
云
う
こ
と
を
信
じ
て
居
り
ま
す
。
岡
田
先
生
は
能

く
仰
い
ま
し
た
。「
此
要
領
は
一
つ
違
つ
て
も
大
き
な
問
題
だ
か
ら
」
と
。
…
…

も
ち
ろ
ん
一
つ
も
直
す
（
改
良
）
こ
と
も
な
く
、
た
ゞ
、
さ
う
し
て
正
し
い
姿
勢
、

正
し
い
呼
吸
の
要
領
を
得
た
上
で
な
ま
け
な
い
で
坐
り
つ
ゝ
け
て
居
り
ま
し
た
ら
、

小
さ
い
人
で
も
大
き
い
人
で
も
誰
れ
彼
れ
の
区
別
な
く
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
に
ほ
ん

と
に
生
か
さ
れ
て
行
く
も
の
だ
と
思
つ
て
居
り
ま
す
」（
括
弧
内
原
文
、「
六
月
の

京
都
座
談
会
（
上
）」『
静
坐
』
第
十
巻
第
八
号
、
二
六
頁
）。

（
40
）  

伊
吹
武
彦
「
カ
メ
レ
オ
ン
の
思
い
出
」『
静
坐
季
刊
』
第
四
五
号
、
一
九
七
三

年
。
龍
村
平
蔵
「
あ
る
夢
」『
静
坐
季
刊
』
第
四
五
号
、
一
九
七
三
年
。

（
41
）  

山
口
益
「
浄
光
院
様
を
憶
う
」『
静
坐
季
刊
』
第
四
六
号
。
木
村
毅
「
蔵
書
雑

談

│
英
訳
枕
の
草
子
」『
日
本
古
書
通
信
』
第
三
九
一
号
、
一
九
七
六
年
、
五
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頁
。
上
田
敏
夫
人
の
悦
子
が
信
子
の
御
茶
の
水
時
代
の
親
友
で
あ
り
、
そ
れ
で
上

田
家
と
親
交
が
あ
っ
た
。
加
え
て
、
上
田
は
一
九
一
五
年
四
月
か
ら
一
四
ヵ
月
京

都
で
単
身
生
活
を
送
る
が
、
こ
の
時
に
信
子
と
非
常
に
親
密
で
あ
っ
た
ら
し
く

京
都
で
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
め
い
た
噂
に
な
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
島
田
謹
二
「
解
説
」

『
定
本
上
田
敏
全
集
第
十
巻
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
一
年
、
六
七
六
│

六
七
八
頁
）。

（
42
）  

五
島
茂
「
手
む
け
」『
静
坐
季
刊
』
第
四
五
号
、
一
九
七
三
年
、
二
頁
。
五
島

美
代
子
「
お
ん
た
む
け
」『
静
坐
季
刊
』
第
四
五
号
、
一
九
七
三
年
、
二
頁
。

（
43
）  

玉
城
康
四
郎
「
浄
円
先
生
」『
自
照
』
第
一
一
六
号
、
一
九
六
〇
年
、
四
七

│
四
九
頁
。
西
元
宗
助
「
解
説
」
足
利
浄
円
『
坐
』
星
雲
社
、
一
九
八
六
年
、

二
七
三
│
二
七
六
頁
。

（
44
）  

岡
田
式
静
坐
法
を
そ
れ
以
外
の
も
の
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と
に
対
し
て
小
林
信

子
は
否
定
的
で
あ
り
、
佐
藤
幸
治
や
佐
保
田
鶴
治
と
は
そ
の
点
で
意
見
を
異
に
し

て
い
た
。

（
45
）  

釈
宗
演
立
案
・
鈴
木
大
拙
執
筆
『
釈
評
静
坐
の
す
す
め
』
光
融
館
、
一
九
〇
八

年
、
六
│
九
、
二
六
│
三
一
頁
。
岡
田
は
道
元
を
評
価
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

臨
済
宗
に
せ
よ
曹
洞
宗
に
せ
よ
、
同
時
代
の
禅
者
や
禅
宗
で
の
実
践
を
認
め
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
（
木
内
浩
雅
「
岡
田
先
生
語
録
」『
静
坐
』
二
一
三
号
）。

（
46
）  

笹
村
編
、
前
掲
書
、
二
四
〇
頁
。

（
47
）  

小
林
信
子
「
岡
田
先
生
の
道
」『
静
坐
季
刊
』
第
三
五
号
、
一
九
七
〇
年
。

（
48
）  

小
林
参
三
郎
の
ハ
ワ
イ
時
代
に
つ
い
て
は
、
室
田
保
夫
「
ハ
ワ
イ
時
代
の
小
林

参
三
郎
」（『
社
会
学
部
紀
要
』
第
一
〇
二
号
、
二
〇
〇
七
年
、
四
九
│
六
九
頁
）

に
詳
し
い
。
ま
た
、
木
村
毅
に
よ
れ
ば
、
戦
後
に
な
っ
て
も
京
都
に
来
る
外
国
人

名
士
の
応
接
を
小
林
信
子
が
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
う
し
た

人
々
の
間
で
密
か
に
国
際
的
に
有
名
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
（
木
村
毅
「
美
し
い

老
人
静
坐
の
道
を
ま
も
っ
て
四
十
余
年

│
小
林
信
子
夫
人
」
小
林
み
ど
り
編

『
静
坐
の
道
』
静
坐
社
、
一
九
八
七
年
、
一
五
九
│
一
六
〇
頁
）。

（
49
）  

宇
津
木
に
つ
い
て
は
、
大
澤
広
嗣
・
中
川
未
来
・
吉
永
進
一
「
国
際
派
仏
教

者
、
宇
津
木
二
秀
と
そ
の
時
代
」（『
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
六
号
、

二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

（
50
）  

中
井
玄
道
や
足
利
浄
円
が
関
連
し
た
西
本
願
寺
の
教
団
改
革
や
信
仰
革
新
運
動

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
大
正
初
期
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
お
け
る
教
団
改
革
と
信

仰
運
動
」
柴
田
幹
夫
編
『
大
谷
光
瑞

│
「
国
家
の
前
途
」
を
考
え
る
（
ア
ジ
ア

遊
学
一
五
六
号
）』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
一
七
六
│
一
九
三
頁
）
を
参
照
。

（
51
）  

ミ
ラ
・
リ
シ
ャ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
吉
永
進
一
「
大
川
周
明
、
ポ
ー
ル
・
リ

シ
ャ
ー
ル
、
ミ
ラ
・
リ
シ
ャ
ー
ル

│
あ
る
邂
逅
」（『
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校

紀
要
』
第
四
三
号
、
二
〇
〇
八
年
、
九
三
│
一
〇
二
頁
）
を
参
照
。
も
ち
ろ
ん
、

信
子
だ
け
で
は
な
く
、
参
三
郎
と
も
面
識
が
あ
り
、
夫
妻
は
小
林
参
三
郎
と
宗
教

に
つ
い
て
語
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
、
と
足
利
浄
円
は
述
べ
て
い
た
（
山

里
桂
石
「
医
乎
僧
乎
将
道
人
」『
布
哇
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
八
年
六
月
一
九
日
付
）。

（
52
）  

オ
ー
ロ
ビ
ン
ド
・
ゴ
ー
シ
ュ
は
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
、
イ
ギ
リ
ス
で
教
育
を
受
け

た
後
、
イ
ン
ド
に
帰
国
し
て
急
進
的
な
独
立
運
動
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
す
る
一
方
で
、
ヨ
ー
ガ
を
「
発
見
」
し
て
自
ら
実
践
、
一
九
一
四
年
頃
か
ら

フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
に
あ
る
ポ
ン
デ
ィ
シ
ェ
リ
で
ヨ
ー
ガ
教
団
（
ア
シ
ュ
ラ
ム
）

を
形
成
し
て
い
た
。

（
53
）  

柴
田
徹
士
「
静
坐
と
国
際
色
」
小
林
み
ど
り
編
『
静
坐
の
道
』
静
坐
社
、

一
九
八
七
年
、
七
八
頁
。「
小
林
信
子
・
静
坐
社
年
譜
」
小
林
み
ど
り
編
『
静
坐

の
道
』
静
坐
社
、
一
九
八
七
年
、
二
五
七
頁
。

（
54
）  T

hom
as, Clara, 1946, C

anadian N
ovelists 1920–1945, T

ronto, London, 

N
ew

 Y
ork: Longm

ans, Green, pp. 10‒11. 

木
村
毅
「『
枕
の
草
紙
』
英
訳
を

め
ぐ
る
内
外
三
人
の
女
性
」『
北
米
婦
女
の
友
』
第
一
巻
第
九
号
、
一
九
三
二
年
、

四
七
│
五
六
頁
。

（
55
）  

木
村
、
前
掲
論
文
。

（
56
）  Stirling, Isabel, 2006, Z

en P
ioneer: T

he L
ife &

 W
orks of R

uth Fuller 
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Sasaki, Em
eryville, CA

: Shoem
aker &

 H
oard.

（
57
）  Stirling, ibid., pp. 14‒15.

（
58
）  
ゴ
ダ
ー
ド
、
モ
レ
ス
ビ
ー
、
エ
バ
レ
ッ
ト
、
そ
し
て
『
弓
と
禅
』『
日
本
の
弓

術
』
で
知
ら
れ
る
ド
イ
ツ
哲
学
者
オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
、
中
国
及
び
日
本
美
術

の
収
集
家
で
あ
り
後
に
ヨ
ガ
の
実
践
者
と
な
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
フ
ォ
ア
マ
ン
の

五
人
は
京
都
滞
在
時
に
親
交
が
あ
り
、
一
九
三
一
年
に
亡
く
な
っ
た
モ
レ
ス
ビ
ー

を
除
き
、
そ
の
後
も
長
く
交
流
が
あ
っ
た
。
エ
バ
レ
ッ
ト
に
佐
々
木
指
月
と
会
う

こ
と
を
勧
め
た
の
も
ゴ
ダ
ー
ド
で
あ
っ
た
（Stirling, ibid., pp. 19‒20

）。

（
59
）  

二
荒
芳
徳
「
国
際
情
勢
と
国
民
の
修
養
」
小
林
信
子
編
『
静
坐
の
力
』
静
坐
社
、

一
九
四
〇
年
、
六
五
│
七
七
頁
。
二
荒
の
国
家
主
義
と
静
坐
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
岡
田
式
静
坐
法
と
国
家
主
義

│
二
荒
芳
徳
を
通
じ
て
」（『
印
度
学
宗
教

学
会
論
集
』
第
三
七
号
、
二
〇
一
〇
年
、
一
│
二
四
頁
）
を
参
照
。

（
60
）  

佐
藤
に
つ
い
て
は
、
片
山
杜
秀
『
近
代
日
本
の
右
翼
思
想
』（
講
談
社
、

二
〇
〇
七
年
、
二
一
〇
│
二
二
五
頁
）
で
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
片
山
は
変
革
的

な
右
翼
思
想
が
現
在
至
上
主
義
的
な
思
想
へ
と
挫
折
し
て
い
く
流
れ
の
中
で
行
き

つ
い
た
主
張
と
し
て
、
佐
藤
の
身
体
論
を
位
置
付
け
て
い
る
。

（
61
）  

佐
藤
通
次
『
身
体
論
』
一
九
三
九
年
、
白
水
社
、
一
四
頁
。

（
62
）  

佐
藤
、
前
掲
書
、
六
頁
。

（
63
）  

佐
藤
、
前
掲
書
、
一
五
│
一
七
頁
。

（
64
）  

佐
藤
、
前
掲
書
、
一
五
五
│
一
九
五
頁
。

（
65
）  

佐
藤
、
前
掲
書
、
一
四
九
│
一
五
〇
頁

（
66
）  

佐
藤
、
前
掲
書
、
六
六
│
六
七
頁
。

（
67
）  

佐
藤
、
前
掲
書
、
二
二
八
│
二
二
九
頁
。

（
68
）  

デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
に
つ
い
て
は
、
松
下
た
え
子
「
カ
ー
ル
フ
リ
ー
ト
・
デ
ュ
ル

ク
ハ
イ
ム
の
場
合

│
異
文
化
と
の
出
会
い
と
体
現
を
め
ぐ
っ
て
（
一
）」（『
成

蹊
大
学
経
済
学
部
論
集
』
第
二
四
巻
第
一
号
、
一
九
九
三
年
、
一
〇
九
│
一
二
三

頁
）
を
参
照
。
彼
の
静
坐
社
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
小
林
信
子
「
編
集
後

記
」（『
静
坐
』
第
二
一
三
号
、
四
頁
）
を
参
照
。

（
69
）  

真
偽
は
定
か
で
は
な
い
が
、
木
下
が
小
林
参
三
郎
や
足
利
浄
円
を
批
判
的
に
見

て
い
た
こ
と
を
示
す
記
録
も
あ
る
【
目
録
八
】。

（
70
）  

こ
う
し
た
動
向
に
関
連
す
る
論
考
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
数
例
を
挙
げ
る
と
、

末
木
文
美
士
『
近
代
日
本
の
思
想
・
再
考
Ⅰ

│
明
治
思
想
家
論
』『
近
代
日
本

の
思
想
・
再
考
Ⅱ

│
近
代
日
本
と
仏
教
』（
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
四
年
）

は
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
と
さ
れ
、
大
谷
栄
一
『
近
代
仏
教
と
い
う
視
座

│
戦

争
・
ア
ジ
ア
・
社
会
主
義
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
二
年
）
も
こ
う
し
た
近
代

仏
教
の
見
直
し
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
代
表
的
な
著
作
で
あ
り
、
末
木
文
美
士
編

『
近
代
と
仏
教

│
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
四
一
集
』（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
一
二
年
）
は
海
外
の
研
究
も
巻
き
込
ん
だ
重
要
な
成
果
で
あ
る
。
な

お
、「
宗
教
」
概
念
に
関
す
る
権
力
的
な
問
題
を
分
析
し
た
磯
前
順
一
『
近
代
日

本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
譜
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
は
日
本
に
お
い
て

こ
の
動
向
を
促
し
た
一
つ
の
起
爆
剤
で
あ
り
、
キ
ー
と
な
る
「
ビ
リ
ー
フ
」
概
念

も
磯
前
に
負
う
と
こ
ろ
は
大
き
い
。

（
71
）  

ト
マ
ス
・
ツ
ィ
ー
ド
「
米
国
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
と
日
本
仏
教

│
Ａ
・
Ｊ
・
エ

ド
マ
ン
ズ
と
鈴
木
大
拙
、
そ
し
て
ト
ラ
ン
ス
ロ
カ
テ
ィ
ヴ
な
歴
史
叙
述
」
桐
原
健

真
・
オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ
訳
『
年
報
日
本
思
想
史
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
二

年
、
一
六
頁
。
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【書籍】

目録
番号

著者 発行年 書名 訳者 発行者 請求記号 備考

1
Akiyama, 
Aisaburo

1930
Sights of Old Capital （舊都名勝
記）

Tokyo: Japan 
Tourist Bureau

DS/897/Ak
「Nobuko Kobayashi」
の署名
3rd Edition

2 安藤州一 1911 親鸞聖人の信仰 法蔵館 HM/168/An
3 安藤州一 1920 生活の脅威に面して 法藏舘 HM/168/An
4 安藤州一 1931 安心立命の陽明学 顯道書院 HB/113/An
5 安藤州一 1931 宗教哲学の話 法蔵館 HK/18/An
6 安藤州一 1939 詩より宗教へ 安藤州一 HK/11/An
7 安藤州一 1939 陽明学講話 東洋思潮研究會 HB/113/An
8 青木吉藏編著 1940 木下尚江翁語録第 2 巻（附其研究） 青木吉藏 KH/271/Ao
9 麻蒔見外 1964 静坐入門記（全） 小松為蔵 SC/194/As

10
淺野靈聖・
淺野香代子

不明 日本療術学 下巻―皇道治療 大阪治療師養成所 SC/721/As

静坐社資料目録

【凡例】

1．書籍は著者名のアルファベット順と発行年で並べ、目録番号を付与した。

2．表記ルールは以下の通り。

※項目は「目録番号、著者、発行年、書名、発行者、請求記号、備考」の 7 つ。翻訳書の場合、「訳者」項目

に訳者名を記入する。

※著者や訳者が複数いる場合、和書では中黒（・）で区切って、洋書ではアンパサンド（&）で区切って並

列表記する。

※編者や監修者の場合、名前の下に「編」もしくは「監」をそれぞれ付加する。洋書では (ed.) あるいは

(comp.) となる。

※発行年、出版社の情報がない場合、和書では「不明」、洋書では unknown と記す。

【雑誌】

『静坐』1927 年 3 月～ 1961 年 10 月（1‒204, 207‒303 号）。

『静坐季刊』1962 年 4 月～ 2007 年 7 月（1‒180 号）。

『眠りの理由』（瑛九の会）1966 年～ 67 年（2 号、5 号）。

Bulletin of Sri Aurobindo International Centre of Education, 12 (1), 1960.

『静坐』は 1927 年 3 月～ 1944 年 2 月（1 号～ 204 号）までは毎月刊行され、巻号表記（第 1 巻第 1 号～

第 18 巻第 2 号）も正確に併記されている。次の 205 号と 206 号は残念ながら見つけることができず、今回

の寄贈された資料には含まれていない。206 号で一旦終刊したようだが、その後足利浄円も関わった浄土

真宗系の雑誌『自照』第 24・25 号合併号（全人社、1944 年 7 月発行）の一部が静坐社用に割り当てられ

て、小林信子が「新発足の喜び」を執筆している。だが、その後の『自照』も発見できず、この発足後ど

うなったかは不明である。戦後になり、1946 年 6 月に 207 号、1950 年 1 月に 208 号が刊行され、1953 年 5

月に 209 号が再刊されると、以後 1961 年 10 月まで毎月刊行された。その後赤字のため休刊したが、小林

信子をサポートするために、西元宗助・小松幸蔵・柴田徹士・曽我了雲らによって編集部が作られ、1962

年 4 月に『静坐季刊』が発刊された。『静坐季刊』を含めたほぼ完全な『静坐』誌のコレクションが存在す

るのは今のところ日文研のみであり、大変貴重な資料といえる。
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11 芦田惠之助 1937 静坐と教育 同志同行社 SC/194/As 「信子」の署名

12

足利浄圓・金
子大栄・山辺
習学・蜂屋賢
喜代・木村毅
他

1926 柿の實 不明 GK/75/Ka

13 足利浄圓 1942 坐 同朋舎 HM/168/As
14 足利浄圓 1951 坐の國 自照舎 SC/194/As
15 足利淨圓 1956 開塵記 自照舎 HM/168/As
16 粟津晴嵐 1914 新編妖怪夜話 鈴木書店 KG/745/Aw

17 Barrington, E. 1926 Glorious Apollo
London, Bombay, 
Sydney: George G. 
Harrap

PS/3503/Be
「Nobuko Kobayashi」
の署名

18
Beck, L. 
Adams

1922
The Ninth Vibration and Other 
Stories

New York: 
McClelland & 
Stewart

PS/3503/Be

「To Nobuko Kobayashi 
with all good wishes 
from L. Adams Beck, 
1922」の献辞

19
Beck, L. 
Adams 

1926
The Splendour of Asia: The Story 
and Teaching of the Buddha

New York: Dodd, 
Mead

BQ/872/Be
「From the author L. 
Adams Beck. Nobuko 
Kobayashi」の献辞

20
Beck, L. 
Adams 

1928
The Way of Power: Studies in the 
Occult

New York: 
Cosmopolitan Book 

BF/1411/Be
「Nobuko Kobayashi」
の署名

21
Beck, L. 
Adams 

1928 The Story of Oriental Philosophy
New York: 
Cosmopolitan Book 

B/121/Be
「L. Adams Beck. 
December 1928 Nobuko 
Kobayashi」の献辞

22 千葉馨 1976
岡田式靜坐の真髓（全）―岡田虎
二郎先生の御言葉

竹村和夫 SC/194/Ch 非売品

23 近重眞澄 1926 物 中外出版 HM/9/Ch

24 Chinmoy 1958 The Mother of the Golden All
Pondicherry: Sri 
Aurobindo Ashram

BL/1273/Ch

「To Revered Sister 
Nobu Kobayashi With 
High Compliments, 
Chinmoy 6.3.’60.」の献
辞

25
第一家電 OA
販売株式会社
編

1983
岡田虎二郎先生を憶う―講話今岡
信一良先生

不明 SC/194/Da

26

Das, Nilima 
(comp.) & 
Sethna, K. D. 
(ed.)

1978 Glimpses of the Mother’s Life
Pondicherry: Sri 
Aurobindo Ashram

BL/1273/Da

「Dear みどり、西牟田
挨子　ニーマル・ポッ
ダー　差し上げます。
20. Aug. ’94」の献辞

27 Day, Frank R. 1906 Princess of Manoa
Sun Francisco and 
New York: Paul 
Elder

GR/385/Da
「To Mrs. Kobayashi ? 
Greetings From」の献
辞

28
Dumoulin, 
Heinrich

1953
The Development of Chinese Zen 
after the Sixth Patriarch in the 
Light of Mumonkan

Sasaki, 
Ruth 
Fuller 

New York: First 
Zen Institute of 
America

BQ/9262/Du

「To my friend 
Kobayashi Nobuko with 
aff ectionate regards 
??. Gyōsen-an Daitoku-
ji Kyoto January. 26. 
1956」の献辞

29

The 
Federation 
of All Young 
Buddhist 
Association of 
Japan (ed.)

1934

The Teaching of Buddha (The 
Buddhist Bible): A Compendium of 
Many Scriptures Translated from 
the Japanese

Tokyo: The 
Federation of All 
Young Buddhist 
Association of 
Japan

BQ/4132/Ga「Nobuko K.」の署名

30
藤田祐慶（霊
斎）

1934
人は腹―腹の現代的認識と其の鍛
錬法

腹道報皇會 SC/194/Fu

31 深田淳 1979 静坐六十年 世田谷静坐会 SC/194/Fu 非売品
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32 福岡靜坐會編 1926 静坐の栞（第 2 号） 福岡靜坐會 SC/194/Fu
第 4 回岡田式静坐講習
会（1926.3.15‒25）にて

33 福澤詩磨子編 1935 ラテン名家文選學問のすゝめ 尚文堂 HC/5/Fu
「ママちゃま、？　六月
一日　志ま子より」の
献辞

34 二荒芳徳 1941 皇國の道を直視して 湯川弘文社 A/22/Fu

35
Ghose, Sri 
Aurobindo

1921 Love and Death
Madras: Shama’a 
Publishing House

PR/9499/Gh

36
Ghose, Sri 
Aurobindo

1922 Ideal and Progress
Calcuta: Arya 
Publishing House

B/105/Gh

37
Ghose, Sri 
Aurobindo

1923 Thoughts and Glimpses
Calcuta: Arya 
Publishing House

BL/1273/Gh 2nd Edition

38
Ghose, 
Aurobindo

1953 The Mother
Pondicherry: Sri 
Aurobindo Ashram

BL/1273/Gh

「To Nobuko with 
blessings ??」の献辞
De luxe Edition (First 
Edition 1928)

39
Goddard, 
Dwight

1925 A Nature Mystic’s Clue unknown PS/3513/Go

40
Goddard, 
Dwight

1929

The Buddha’s Golden Path: A 
Manual of Practical Buddhism 
based on the Teachings and 
Practices of the Zen Sect but 
Interpreted and Adapted to Meet 
Modern Condition

London: Luzac BQ/9265/Go

「To my honored 
teacher of “still sitting” 
Mrs Nobuko Kobayashi, 
with the good wishes 
of Dwight Goddard」の
献辞

41
Goddard, 
Dwight

1932
Self-Realization of Noble Wisdom: 
A Buddhist Scripture

Thetford, Vermont: 
Dwight Goddard

BQ/1105/Go

「To Mrs. Nobuko 
Kobayashi with the 
regards of Dwight 
Goddard」の献辞

42
Goddard, 
Dwight

1932
A Buddhist Bible: The Favorite 
Scriptures of the Zen Sect

Thetford, Vermont: 
Dwight Goddard

BQ/1138/Go

「To Mrs. Nobuko 
Kobayashi with my 
regards of the author 
Dwight Goddard」の献
辞

43 Gordon, E. A. 1911
The Lotus Gospel, or, Mahayana 
Buddhism and its Symbolic 
Teachings

Tokyo: Waseda 
University Library

BR/128/Go

44 Gordon, E. A. 1916
Symbols of “the Way”: Far East 
and West

Tokyo, Osaka, 
Kyoto, Fukuoka & 
Sendai: Maruzen

BQ/5100/Go
「Cordially your’s E. A. 
Gordon.」の献辞

45 Gordon, E. A. 1921

Asian Cristology and the 
Mahāyāna: A Reprint of the 
Century-old “Indian Church 
History” by Thomas Yeates, 
and the Further Investigation 
of the Religion of the Orient as 
Infl uenced by the Apostle of the 
Hindus and Chinese

Tokyo, Osaka, 
Kyoto, Fukuoka & 
Sendai: Maruzen

BR/1065/Go

46 蜂屋賢喜代 1943 苦の探究 大谷出版協會 HM/168/Ha
47 蜂屋賢喜代 1979 獨語集 不明 HM/168/Ha 再刊（初版：1941.8）

48
Happer, John 
Stewart 

1934
Japanese Sketches and Japanese 
Prints

Tokyo: Kairyudo DS/821/Ha
「With the author ? ? 
Happer」の献辞

49 長谷川卯三郎 1958 医学禅―肚と健康の原理 創元社 SC/194/Ha 再版（初版：1958.9.1）

50 橋本五作 1917 岡田式静坐の力 松邑三松堂 SC/194/Ha 第 5 版

51 橋本五作 1922 続岡田式静坐の力 松邑三松堂 SC/194/Ha

52 服部正喬編 1972
岡田文庫目録（附 : Great Stone 
Face）

服部正喬 UP/171/Ha

53 服部正喬口述 1978
岡田京一氏と岡田虎二郎先生を語
る

田原静坐会 SC/194/Ha 小沢耕一速記
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54
服部正喬述、
平田秋刀丹田
会編

1982
岡田式静坐法昔ばなし―岡田虎二
郎先生や諸先輩の話など

服部正喬 SC/194/Ha

55 服部靜夫 1912 坐禪と靜坐 弘學館・金正堂 HM/177/Ha

56
Hayes, Helen 
M.

1930 The Buddhist Pilgrim’s Progress
London: John 
Murray

PL/2697/Ha
Widsom of the East 
Series

57 平田内蔵吉 1940 正坐法 山雅房 SC/194/Hi
58 平田晋策 1926 愚禿親鸞 合掌社 HM/163/Hi
59 堀切博昭編 1987 従心先生語録（杉田正臣先生） 堀切博昭 SC/194/Ho

60 堀切博昭 1996
従心先生語録（杉田正臣先生）―
靜坐道と自由律句

堀切博昭 SC/194/Ho

61 堀切博昭 1997 静坐道―従心先生語録 堀切博昭 SC/194/Ho

62 堀切博昭編 2003 静坐の道―従心先生語録 堀切博昭 SC/194/Ho
『静坐道―従心先生語
録』の補充修訂版

63 細川基博 2002
岡田式静坐法の実践―驚異の威
力！若がえり！

東京図書出版会 SC/194/Ho
「謹呈　細川基博」の献
辞

64 Hawthorne, N. 1972 偉大な石の顔 竹本行雄 竹本行雄 KS/218/Ha

「謹呈　竹本行雄　昭
四七、一一、一九」の
献辞
非売品

65 今村新吉述 1925 神經衰弱に就て 日本心靈學會 SC/374/Im

66

Imamura, 
Yemyo & 
Shinkaku, 
Kaundinya

1932 Hawaiian Buddhist Annual

Honolulu: Inter-
national Buddhist 
Institute, Hawaiian 
Branch

BQ/2/Im

67 今岡信一良 1981 人生百年 日本自由宗教連盟 HK/9/Im

68
伊奈森太郎・
福田正治編

1941 靜坐五十訓 信道會館 SC/194/In

69 井上嘉三郎 1957 健康と弓―蝉殻集 奈良県弓道連盟 FS/37/In
70 伊藤尚賢述 1915 呼吸静座法（体力養成叢書第 6 編） 新橋堂 SC/194/It

71 岩見護 1955 山雲抄 永田文昌堂 GB/645/Iw
「小林信子様　岩見護」
の献辞

72 岩瀬法雲 1938 第一義の綴方教育 同志同行社 FC/81/Iw

73 笠原信次 1972 高志乃夜話
新潟県生命共済農
業協同組合連合会

DM/31/Ka

74 桂利劔 1931
信じてたすかるか稱へてたすかる
か

法雷社 SC/194/Ka

75 甲藤大器 1920 増補岡田式静坐と老荘 森江書店 SC/194/Ka
増補 5 版（初版：
1914.5.18）

76
川野正一・
甲斐亮典

1989 杉田正臣先生追悼録
杉田正臣先生追悼
録出版会

GK/131/Su 非売品

77 菊本実編 1981
岡田式静坐法と岡田虎二郎先生語
録集大成

菊本静坐研究所 SC/194/Ki

78 菊村紀彦 1975 金子大栄―人と思想 読売新聞社 HM/163/Ki

79 木下尚江 1936
書簡に代へて―妻みさ子の永眠を
語る

木下尚江 GK/74/Ki

80 木下尚江 不明 病中吟―木下尚江遺稿 木下正造 KG/561/Ki 非売品

81 岸本能武太 1921 岡田式静坐法の新研究 大日本文華 SC/194/Ki

82
Kiyozawa, 
Manshi

1936
Selected Essays of Manshi 
Kiyozawa

Tajima, 
Kunji &  
hacklock, 
Floyd 

Kyoto: Bukkyō 
Bunka Society

BQ/4055/Ta
山辺習学による
Editorial Note 有り

83 小林みどり編 1987
静坐の道―静坐社創立 60 周年記念
文集

静坐社 SC/194/Ko

84 小林信子編 1929 御靜坐 靜坐社 SC/194/Ko
85 小林信子編 1940 靜坐の力―岡田先生二十年祭記念 靜坐社 SC/194/Ko
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86 小林信子編 1942 靜坐―はじめての方に 靜坐社 SC/194/Ko

87

小林信子監・
小松幸蔵・西
元宗助・曽我
了雲編

1963
靜坐への道―小林信子先生喜寿記
念刊

静坐社 SC/194/Ko

88 小林信子 1979
素晴らしい道、静坐―小林信子遺
文集第 3 冊

静坐社 SC/194/Ko 3

89 小林信子編 1987 岡田虎二郎先生語録 静坐社 SC/194/Ko 9 版（初版：1937.5.17）

90 小林參三郎 1922
生命の神秘―生きる力と醫術の合
致

杜翁全集刊行會 SC/194/Ko

91 小林參三郎 1928
自然の名醫―醫術に應用されたる
靜坐

靜坐社 SC/194/Ko
改版（初版：1924.5.10 
@ 春秋社）

92 小林參三郎記 1976
支那醫学開發に就て愚見を陳べ同
仁會を賛し支那人に施したる外科
手術成蹟に及ぶ

不明 SC/511/Ko

『東京医事新誌』1278
号別冊（1902）抜刷を、

『静楽その二』として静
坐社が製本したもの

93 神月徹宗 1937 尋牛夜話 圓福寺 HM/178/Ka

94
Mead, George 
Robert Stow 

1906
The Gnosis of the Mind: Echos 
from the Gnosis vol. 1

London and 
Benares: 
Theosophical 
Publishing Society

BP/565/Me

95 南伝太郎 1948 病める哲学徒の手記 臼井書房 GK/83/Mi

96
Mitra, 
Sisirkumar

1957 Sri Aurobindo and the New World
Pondicherry: Sri 
Aurobindo Ashram

BL/1273/Mi

「Madame Kobayashi 
with Kindly regard. 
SisirKumar Mitra 
21.2.60」の献辞

97 三浦関造 1955 人間の秘密―綜合ヨガ 竜王文庫 SC/194/Mi

98 三宅伊三郎 1967
憧憬と思慕―岡田虎二郎先生と座
友

三宅伊三郎 SC/194/Mi
「贈呈　三宅伊三郎」の
献辞

99 木雞愚人 1934 岡田虎二郎先生語録 木雞愚人 SC/194/Ok

100
Moresby, 
Louis

1927 Rubies
London, Bombay, 
Sydney: George G. 
Harrap

PS/3503/Be

101 森田正馬 1926 神經衰弱及強迫觀念の根治法 實業之日本社 SC/361/Mo

102 森田繁治編 1966
靜坐遺訓と私觀―伊奈森太郎氏記
録

不明 SC/194/In
『静坐』60 号、80 号か
らの抜粋

103 森田繁治編 1966
岡田虎二郎先生説話―松田寿蔵氏
ノートの研究

不明 SC/194/Ma
『静坐』16 号、17 号か
らの抜粋

104 森田繁治編 1966
岡田先生参坐録―佐保田鶴治氏記
録

不明 SC/194/Sa
『静坐』26 号、27 号、
127 号からの抜粋

105 森田繁治編 1967
青年時代の岡田先生―伊奈森太郎
氏記録

不明 SC/194/In
『静坐』36、38、39、41、
43、44 号からの抜粋

106 森田繁治編 1967
靜坐が生れるまで、その他―井上
嘉三郎氏記録

不明 SC/194/In
『静坐』20、44 号から
の抜粋

107 森田繁治編 1967 逸見斧吉氏日記、相沢肇氏日記 不明 SC/194/He
108 森田繁治編 1967 岡田虎二郎先生　青年時代の知友 不明 SC/194/Mo
109 森田繁治編 1967 岡田虎二郎先生　地下千萬丈の心 不明 SC/194/Mo

110 森田繁治編 1967
岡田虎二郎先生の二宮翁事蹟の探
究

不明 SC/194/Mo

111 森田繁治編 1967
岡田虎二郎先生語録―白熊生、渡
辺氏、久保田氏記録

不明 SC/194/Mo

112 森田繁治編 1967 磯菜かご―木下尚江翁遺稿 不明 SC/194/Mo

113 森田繁治編 1968
甲藤大器翁著「靜坐と老荘」から

（一）
不明 SC/194/Ka

114 森田繁治編 1970 実業之日本社岡田式静坐法（二） 不明 SC/194/Mo 2

115 森田繁治編 1970 実業之日本社岡田式静坐法（一） 不明 SC/194/Mo 1
「王陽明の説」（1 枚）
を付す
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116 森田繁治編 不明
岡田先生語録その他―麻蒔見外氏
記録

不明 SC/194/As

117 中川与之助 1948 女性宣言 関書院 EF/71/Na

118 Nakai, Gendo 1937
Shinran and His Religion of Pure 
Faith

Kyoto: Shinshu 
Research Institute

BQ/8749/Na

119
中村幹治（風
香）

1960 静坐五十年 不明 SC/194/Na

120 中村風香述 1936 一静坐子としての坐禪儀解 不明 SC/194/Na
121 中村天風 1994 運命を拓く―天風瞑想録 講談社 US/51/Na
122 中根佐一郎 1966 健康禅―心身一如の健康実践法 創元社 SC/194/Na
123 中西清三 1962 静坐法の創始者岡田虎二郎 春秋社 GK/113/Na
124 西勝造 1930 西式強健術と觸手療法 實業之日本社 SC/194/Ni
125 西田天香 1926 ○ 中外出版 HR/111/Ni
126 西元宗助 1978 宗教と教育のあいだ 教育新潮社 FC/97/Ni
127 西元宗助 1986 この世を生きる 百華苑 HM/168/Ni
128 西元宗助 1962 念佛者の人生論 百華苑 HM/168/Ni

129 西元宗助 不明
ただ南無阿弥陀仏―人間が人間に
なるために

百華苑 HM/168/Ni

130
奥園克己・
山田輝彦

1980 麻生塾建塾の精神／森鷗外の思想 北九州田母澤会 KG/571/Ok
北九州田母澤会叢書
第 1 集

131
Ozaki, Yei 
Theodora (ed.)

1903 Japanese Fairy Tales
New York: A. L. 
Burt

PL/749/Oz

132 小沢耕一編 1971
岡田虎二郎先生五十年祭記念講演
記録

田原静坐会 SC/194/Oz

133 小沢耕一編 1978 岡田虎二郎伝 田原静坐会 GK/113/Oz

134
小沢耕一・
森下勲

1972
岡田虎二郎先生より令弟井上嘉三
郎氏宛書簡集

田原静坐会 GK/113/Oz

135
Rolland, 
Romain

1923
Mahatma Gandhi: mit einem 
Nachwort Gandhi seit seiner 
Freilassung

München und 
Leipzig: Rotapfel-
Verlag

DS/481/Ro 署名あり

136 笹村草家人編 1988
静坐―岡田虎二郎その言葉と生涯

（続）
東京静坐会 SC/194/Sa

再版（初版：1977.12 @
無名会）

137
Sastry, T. V. 
Kapali

1960 Flame of White Light
Pondicherry: Sri 
Aurobindo Ashram

BL/1273/Ka

「Pondicherry 
Asaram. 14 3/60. To 

“MAMACHAN” with 
Mother’s blessings. 
From Shanta.」の献辞

138 佐藤幸治 1947
人間綜合科學への道―氣とモラー
ル

髙桐書院 SC/194/Sa
「謹呈小林先生　願以此
功徳　普及於一切　著
者」の献辞

139 佐藤幸治 1951 人格心理學（心理学全書 11） 創元社 SB/131/Sa
「謹呈　小林先生　
一九五二・七月　著者」
の献辞

140 佐藤幸治 1961 心理禅―東洋の知恵と西洋の科学 創元社 HM/171/Sa
「謹呈　小林参三郎先生
御霊前　一九六一年八
月　著者」の献辞

141 佐藤幸治編 1972 禅的療法・内観法 文光堂 SB/237/Sa

142
佐藤幸治・
佐保田鶴治編

1976 静坐のすすめ 創元社 SC/194/Sa

143 佐藤通次 1955 この道―調和の哲学 元々社 HA/5/Sa

144 佐藤通次 1960
人生についての談話―青年に贈る
思想レーダー

理想社 HA/5/Sa
著者から小林信子への
贈呈サインあり

145 佐藤通次 1966 日本の武道 新教育懇話会 FS/37/Sa
146 佐藤通次 1968 仏教哲理 理想社 HM/51/Sa

147 佐藤通次 1971 健康談義 新日本春秋社 SC/194/Sa
著者から小林信子への
献辞あり

148 佐山昭彦 1995 椅子静坐のすすめ 近代文芸社 SC/194/Sa



　265

　国際日本文化研究センター所蔵静坐社資料

149 Sei Shōnagon 1928 The Pillow-book of Sei Shōnagon
Waley, 
Arthur 

London: George 
Allen & Unwin

PL/788/Se

「To Nobuko Kobayashi 
from ? ? L. Adams 
Beck, December 1928」
の献辞

150 Sei Shōnagon 1930
The Sketch Book of the Lady Sei 
Shōnagon

Kobayashi, 
Nobuko 

London: John 
Murray

PL/788/Se
Widsom of the East 
Series

151 静坐社編 1929
吾師之塔―岡田先生十年祭記念建
之

静坐社 GK/113/Wa

152 静坐社編 1977
大船に乗った気持で坐る―第五十
回夏期静坐実習会講演集

静坐社 SC/194/Ka

153 静坐社編 1978
本来の自己に帰る―第五十一回夏
期静坐実習会講演集

静坐社 SC/194/Ka

154 静坐社 1984 静坐入門（小林信子遺文集第 1 冊） 静坐社 SC/194/Ko 2 版（初版：1976.11.28）

155 静坐社編 不明 岡田虎二郎先生語録便覽 静坐社 SC/194/Ok
『岡田虎二郎先生語録』
第 5 版（S32.8.25）の見
出し語集

156
静坐社青年部
一同

1963 小林信子先生の言葉（一） 静坐社青年部 SC/194/Se
中外日報の連載をまと
めたもの

157 石龍子 1912 性相講話（全） 性相学会 HR/511/Se 5 版

158 Shinran Shōnin 1921 Buddhist Psalms
Yamabe, 
S. & Beck, 
L. Adams 

London: John 
Murray

BQ/8722/Ya

「To Mr. And Mrs. 
Kobayashi.」の献辞
Wisdom of the East 
Series
書き込み多数あり

159 Shinran Shonin 1935
Shoshinge: The Hymn of True 
Faith

Itsuzo 
Kyogoku

Itsuzo Kyogoku BQ/8749/Sh

160 姿勢研究所編 1967 姿勢と健康（姿勢と生活 1） 国勢社 SC/194/Sh

161 曽我了雲 1984 雲になって―曽我了雲追悼集 曽我まり GK/129/Ku
曽我了雲（七回忌）追
悼集

162 曽我了雲 不明 岡田式静坐法 不明 SC/194/So

163
シュリーオロ
ビンド

1962 聖なる母 金谷熊雄
オーロビンドソサ
イエティ

HB/175/Gh 木村秀雄教授閲

164
Sri Aurobindo 
Ashram (ed.)

1931 Conversations with the Mother
Pondicherry: Sri 
Aurobindo Ashram

BL/1273/Co

「To Nobuko 
Kobayashi」の献辞
No Copy is Genuine 
without the Number 
and The Mother’s 
Signature, No. 343

165
Sri Aurobindo 
Ashram (ed.)

1953 Le rôle des fl eurs
Pondicherry: Sri 
Aurobindo Ashram

BL/1273/Ro

166
Sri Aurobindo 
Ashram (ed.)

1983
An Eternal Birth in Human Time: 
A Pictorical Life-sketch of the 
Mother

Pondicherry: Sri 
Aurobindo Society

BL/1273/Et

167 須賀隆賢 1924 全法然 春秋社 HM/153/Su

168 杉田正臣編著 1980 瑛九抄 「根」発行所 KC/229/Su
瑛九（画家・写真家、
本名杉田秀夫）は杉田
正臣の弟

169
Suzuki, Daisetz 
T. 

1930

Studies in the Lankavatara Sutra: 
One of the Most Important Texts 
of Mahayana Buddhism, in which 
Almost All its Principal Tenets 
are Presented, Including the 
Teaching of Zen

Routledge BQ/1727/Su

To Mrs. Nobuko 
Kobayashi with my 
good wishes. Kyoto, 
Junse 1930.

170
Suzuki, 
Beatrice Lane

1931

Shingon and Mt Koya: With Kobo 
Daishi’s Poem and Rev. Shoken 
Akizuki’s Article on “Anjin in 
Shingon”

Eastern Buddhist 
Socciety

BQ/8999/Su
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171
Suzuki, Daisetz 
T. 

1934
The Training of the Zen Buddhist 
Monk

Kyoto: Eastern 
Buddhist Socciety

BQ/9294/Su

172
Suzuki, Daisetz 
T. 

1934
Essays in Zen Budhism 
(third series)

Luzac BQ/9266/Su

173 Tada, Kanae 1934
The Praises of Amida: The 
Buddhist Sermons of K. Tada

Lloyd, 
Arthur 

Bukkyō Bunka 
Society

BQ/5345/Ta

174 多田政一 1936 綜統醫學通説 日本綜統學術院 SC/21/Ta A. Yauaita. May 1926

175 田原静坐会編 1969 岡田虎二郎先生写真帖 田原静坐会同人 GK/113/Ta 増補復刊

176 田原静坐会編 1990
岡田虎二郎先生七十年祭に捧げる
言葉

田原静坐会 SC/194/Ok

177
田原市博物館
編

2007
中原悌二郎と岡田虎二郎―自然の
理法・悌二郎をめぐる作家達

田原市博物館 KB/91/Na
田原市博物館◎平成 19
年春の企画展

178
Takahashi, 
Takeichi  & 
Izumida, Junjo

1932
Shinranism in Mahayana 
Buddhism and the Modern World

unknown BQ/7380/Ta

179 高島米峰 1926 女 中外出版 EF/71/Ta
180 竹島茂郎 1921 靜坐と人生 目黒書店 SC/194/Ta
181 田中俊英 1934 典坐教訓新釋 光融館書店 HM/172/Ta

182 東京静坐会編 1991
一生の静坐―柳田誠二郎先生白寿
祝賀記念文集

東京静坐会 SC/194/To

183
鶴嶺高等女學
校編

1936 静坐の勤行 鶴嶺高等女学校 SC/194/Ts 非売品

184 上野陽一 1938 坐の生理心理的研究 正信同愛会 SC/194/Ue
185 上野陽一 1947 能率道講話（上野陽一著作集 2） 産業能率専門学校 US/51/Ue

186 梅原真隆 1926 家 中外出版
HM/168/

Um

187 Utsuki, Nishu 1937
The Shin Sect: A School of 
Mahayana Buddhism

Kyoto: Publication 
Bureau of 
Buddhism Books, 
Hompa Honganji

BQ/8715/Ut

188 Utsuki, Nishu 1937 Life of St. Shinran

Kyoto: Publication 
Bureau of 
Buddhism Books, 
Hompa Honganji

BQ/8749/Ut
Honganji Pamphlets 
No.1

189 山邊習學 1939 心身鍛練之書 東洋経済出版部 SC/194/Ya 著者の献辞あり

190 山邊習學講述 1943 豊葦原神風和記講義 大谷出版協會 HL/31/Ya 著作権者：豅含雄

191 山鹿旗之進編 1911
はりす夫人 (Life of Mrs. Flora 
Best Harris)

教文館 GK/442/Ya

「To Dr. S. Kobayashi 
with ? good wishes M 
C Harris. March 1912」
の献辞

192 山名義順 1967 聴法の華々 山名蓉子 HM/163/Ya 非売品・遺稿

193 柳田誠二郎 1970
一生の静坐―岡田先生五十年祭記
念講演

不明 SC/194/Ya

194 柳田誠二郎 1980
一生の静坐―柳田誠二郎先生米寿
記念出版

東京静坐会 SC/194/Is

195 柳田誠二郎 1984 岡田式静坐の道 地湧社 SC/194/Ya

196 柳田誠二郎 1985
日日新たに―柳田誠二郎先生講和
録

不明 SC/194/Hi

197 柳田誠二郎 1988
大道を歩みて―柳田誠二郎先生満
九十五才御誕生祝賀静坐会講話

不明 SC/194/Ta

198 柳田誠二郎 1989
静坐の力―柳田誠二郎先生満
九十六才御誕生祝賀静坐会講話

不明 SC/194/Se

199 柳田誠二郎 不明 靜坐の道 不明 SC/194/Ya
200 柳田誠二郎 不明 語録釋義（稿） 不明 SC/194/Ya
201 楊一鴻 1989 禪道與再生―靜坐二十年 楊一鴻 SC/194/Yo

202 横山慧吾 1969 静坐提唱―静坐と森田療法 牛臥病院 SC/194/Yo
改訂第 5 版（初版：
S39.7.1、改訂第 4 版：
S43.1.20）
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203 横山慧吾 1983
静坐療法―心身に苦悩を抱く人々
のために

創元社 SC/194/Yo
第 3 版（初版：1974、2
版：1975）

204
全日本能率連
盟人間能力開
発センター

1975 静坐への道―岡田式静坐法
全日本能率連盟人
間能力開発セン
ター

SC/194/Se


